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来
年
９
月
か
ら

川
崎
市
も〝
１８
歳

ま
で
窓
口
負
担
な

く
〟
受
診
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
協

会
川
崎
支
部
も
加

入
す
る
「
川
崎
市

こ
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
求

め
る
連
絡
会
」（
以
下
、連
絡
会
）

の
要
望
が
よ
う
や
く
実
っ
た
形

だ
。
こ
の
連
絡
会
は
１０
月
の
川

崎
市
長
選
を
見
据
え
、
６
月
に

「
１８
歳
ま
で
の
助
成
」
と
「
５
０

０
円
の
撤
廃
」
を
求
め
る
署
名

８
千
６
６
６
筆（
提
出
者
１
名
・

追
加
提
出
分
含
む
）を
提
出
し
、

記
者
会
見
し
た
。し
か
し
、市
長

は
「
助
成
は
国
が
や
る
べ
き
で

あ
り
、
自
治
体
間
競
争
は
す
べ

き
で
な
い
」
と
否
定
的
で
あ
っ

た
▼
そ
の
後
横
浜
市
長
が
選
挙

公
約
に
１８
歳
ま
で
の
助
成
を
掲

げ
、
川
崎
市
議
会
で
は
こ
の
陳

情
署
名
が
「
趣
旨
採
択
」
と
な

っ
た
。
議
会
で
は
す
で
に
東
京

都
と
の
間
に「
多
摩
川
格
差
」が

あ
り
、「
負
担
の
公
平
性
」、「
適

正
な
受
診
の
た
め
」
と
し
た
５

０
０
円
の
負
担
金
の
考
え
方
は

も
う
古
い
、
誰
も
が
受
診
で
き

る
環
境
こ
そ
必
要
と
い
う
意
見

が
出
た
。
昨
年
度
の
決
算
で
市

は
約
６５
億
円
の
黒
字
で
、
１８
歳

ま
で
負
担
金
の
な
い
助
成
拡
充

に
関
わ
る
追
加
費
用
は
年
約
１３

億
６
千
９
０
０
万
円
で
あ
っ
た

▼
そ
の
後
各
党
と
懇
談
し
、
早

期
受
診
に
よ
る
重
症
化
防
止
、

助
成
に
よ
る
受
診
増
は
一
時
的

で
、
子
育
て
世
代
の
人
口
流
失

を
防
ぐ
に
は〝
今
し
か
な
い
〟と

訴
え
た
。
連
絡
会
は
議
会
で
の

「
趣
旨
採
択
を
歓
迎
し
、
早
期
の

実
現
を
望
む
」
と
し
た
声
明
を

発
出
。
そ
の
後
自
公
を
含
め
た

４
会
派
か
ら
市
長
へ
小
児
医
療

費
助
成
拡
充
の
要
望
書
が
出
さ

れ
、
今
回
の
市
長
の
決
断
に
至

っ
た
。
署
名
等
に
ご
協
力
頂
い

た
市
民
に
感
謝
し
た
い
。（
Ｆ
）

神奈川県保険医協会会員数（9月30日現在）

6,530名 　医科：3,952名  歯科：2,578名

※協会未入会の方をご紹介ください。ご連絡は、協会組織部まで。

「窓口負担“ゼロの会”」へのご賛同を

田中麻衣子

参考：キリンの工場見学「キリン一番搾りツアー」とは？（https://www.kirin.co.jp/experience/factory/is/）

物
価
高
騰
、
火
急
の
経
営
危
機

早
期
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
は
必
須　

署
名
に
ご
協
力
を

ビ
ー
ル
の
お
い
し
さ
を

ビ
ー
ル
の
お
い
し
さ
を

 

実
感
で
き
ま
し
た

実
感
で
き
ま
し
た

文
化
部
は
８
月
３１
日
に
、

「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見
学
＆

隣
接
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
の
ラ
ン

チ
懇
親
会
」
を
開
催
。
８
医
療

機
関
か
ら
２０
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
横
浜
市
鶴
見
区

生
麦
に
あ
る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

横
浜
工
場
を
訪
問
。「
キ
リ
ン

一
番
搾
り

お
い
し
さ
実
感
ツ

ア
ー
」
に
参
加
し
、
工
場
を

回
り
な
が
ら
、
ビ
ー
ル
の
製

造
過
程
を
間
近
で
見
学
し
た
。

参
加
者
は
、
ビ
ー
ル
の
原
料

と
な
る
麦
芽
の
試
食
や
ホ
ッ

プ
の
香
り
を
体
験
し
た
り
、

発
酵
前
の
一
番
搾
り
麦
汁
と

二
番
搾
り
麦
汁
の
飲
み
比
べ

を
し
た
り
と
、
ビ
ー
ル
の
奥

深
さ
に
触
れ
た
。

　

工
場
見
学
後
の
試
飲
会
で

は
、〝
キ
リ
ン
一
番
搾
り
生

ビ
ー
ル
〟
に
加
え
、
市
場
で

は
珍
し
い
〝
キ
リ
ン
一
番
搾

り

黒
生
〟
や
〝
キ
リ
ン
一
番

搾
り
プ
レ
ミ
ア
ム
〟
が
提
供

さ
れ
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
を
飲
み
比
べ
な
が
ら
、
味

や
香
り
の
違
い
を
楽
し
ん
だ
。

　

当
日
参
加
し
た
池
川
先
生

か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
の

で
掲
載
す
る
。

こ
の
度
、大
好
き
な
ビ
ー

の
度
、大
好
き
な
ビ
ー

ル
の
勉
強
が
で
き
る
と
い

ル
の
勉
強
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、楽
し
み
に
参
加

う
こ
と
で
、楽
し
み
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は「
キ
リ
ン
一
番
搾

今
回
は「
キ
リ
ン
一
番
搾

りり

お
い
し
さ
実
感
ツ
ア

お
い
し
さ
実
感
ツ
ア

ー
」と
い
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
版

ー
」と
い
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
版

で
、最
後
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

で
、最
後
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
も
グ
も〝
一
番
搾
り

一
番
搾
り
〟
三
種
類

三
種
類

の
飲
み
比
べ
と
い
う
、ビ
ー

の
飲
み
比
べ
と
い
う
、ビ
ー

ル
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い

ル
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い

コ
ー
ス
で
し
た
。

コ
ー
ス
で
し
た
。

　

製
造
工
程
を
順
に
追
っ

　

製
造
工
程
を
順
に
追
っ

て
、
実
物
の
設
備
の
他
、
映

て
、
実
物
の
設
備
の
他
、
映

像
や
画
像
な
ど
が
駆
使
さ

像
や
画
像
な
ど
が
駆
使
さ

れ
て
い
て
と
て
も
わ
か
り

れ
て
い
て
と
て
も
わ
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。
実
際

や
す
か
っ
た
で
す
。
実
際

に
、材
料
の
モ
ル
ト
を
味
わ

に
、材
料
の
モ
ル
ト
を
味
わ

い
、ホ
ッ
プ
の
香
り
を
嗅
い

い
、ホ
ッ
プ
の
香
り
を
嗅
い

で
、発
酵
前
の
ビ
ー
ル
で
一

で
、発
酵
前
の
ビ
ー
ル
で
一

番
搾
り
と
二
番
搾
り
の
比

番
搾
り
と
二
番
搾
り
の
比

較
を
味
わ
う
な
ど
、な
か
な

較
を
味
わ
う
な
ど
、な
か
な

か
で
き
な
い
体
験
も
で
き

か
で
き
な
い
体
験
も
で
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

見
学
の
あ
と
は
、併
設
の

　

見
学
の
あ
と
は
、併
設
の

ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン

ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
で
食

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

料
理
は
ビ
ー
ル
の
つ

料
理
は
ビ
ー
ル
の
つ

ま
み
と
し
て
ぴ
っ
た

ま
み
と
し
て
ぴ
っ
た

り
で
、
種
類
多
く
、
色

り
で
、
種
類
多
く
、
色

合
い
美
し
く
、味
も
素

合
い
美
し
く
、味
も
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

ビ
ー
ル
は
飲
み
放
題

ビ
ー
ル
は
飲
み
放
題

で
す
し
、お
な
か
い

で
す
し
、お
な
か
い
っっ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ビ
ー
ル
尽
く
し
の

　

ビ
ー
ル
尽
く
し
の

会
を
楽
し
め
て
、大
満

会
を
楽
し
め
て
、大
満

足
の
一
日
で
し
た
。売

足
の
一
日
で
し
た
。売

店
で
限
定
土
産
も
し

店
で
限
定
土
産
も
し

っ
か
り
ゲ
ッ
ト
し
て
、

①
素
材

③
発
酵
～

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ

④
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

池川先生（右から2番目）とご家族・スタッフの皆様

横浜市金沢区 池川  徹

　

保
険
診
療
対
策
部
は
医
科

会
員
に
向
け
、
特
定
保
険
医

療
材
料
の
価
格
高
騰
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。
調
査
期
間
は
７
月
１４
日

～
２８
日
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
の

登
録
の
あ
る
医
科
会
員
３
千

３
３
６
件
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

送
付
、
回
答
率
は
３
・
０
％

だ
っ
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
こ

の
間
の
物
価
高
に
よ
り
、
特

定
保
険
医
療
材
料
及
び
在
宅

療
養
指
導
管
理
材
料
の
医
療

機
関
で
の
購
入
価
格
が
保
険

償
還
価
格
を
上
回
る
状
態
と

な
っ
て
い
る
」
と
の
会
員
の

声
を
受
け
、
実
態
把
握
の
た

め
に
実
施
し
た
も
の
。
特
定

保
険
医
療
材
料
の
高
騰
の
ほ

か
、
衛
生
材
料
の
値
上
げ
も

深
刻
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

（
詳
細
は
２
面
）

特定保険医療材料アンケート

3割が「逆ザヤ」経験3割が「逆ザヤ」経験

麦
芽
の
試
食
や

ホ
ッ
プ
の
香
り
を
体
験

深い飴色の一番搾り麦汁（左）に対
して、二番搾り麦汁（右）は淡い黄
金色と薄い。当日は飲み比べも。

奥深さ触れた奥深さ触れたビールビール工場見学工場見学

麦芽を煮込んで麦汁をつくり、ホ
ップを加えてビール独特の香りと
苦みを引き出す仕込みの工程や、
それを行う仕込釜を紹介

②仕込み～麦汁

　

会
員
か
ら
は
こ
の
間
、

医
院
経
営
の
窮
状
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
「
物
価
高

の
中
で
診
療
報
酬
を
減
ら

す
な
ど
あ
り
得
な
い
（
循

環
器
・
内
科
）
」
、
「
最
低

賃
金
を
上
げ
る
の
で
あ
れ

ば
、
診
療
報
酬
も
上
げ
る

べ
き
で
あ
る
（
整
形
外

科
）
」
と
い
っ
た
声
の
ほ

か
、
「
こ
の
２
年
間
で
保

険
診
療
売
り
上
げ
が
約
２５

％
減
で
す
（
小
児
科
）
」
、

「
歯
科
医
療
の
補
綴
関
係

点
数
が
低
す
ぎ
て
、
技
工

士
に
も
負
担
が
多
く
生
活

で
き
な
い
状
況
で
す
。（
中

略
）
現
状
は
現
場
の
歯
科

医
や
技
工
士
が
献
身
的
自

己
犠
牲
の
も
と
に
、
行
っ

て
い
る
の
が
日
本
の
保
険

医
療
政
策
で
す
（
歯
科
）」

と
の
声
も
届
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
医
師
会
は

９
月
１７
日
、
診
療
所
の
緊

急
経
営
調
査
の
結
果
を
報

告
。２４
年
度
は
医
療
法
人
・

個
人
立
と
も
に
減
収
減
益

と
な
り
、
医
療
法
人
の
約

４
割
が
赤
字
、
個
人
立
で

は
経
常
利
益
が
約
２
割
減

少
し
て
い
る
と
し
た
。
日

医
・
松
本
会
長
は
２７
日
の

講
演
で
、
病
院
だ
け
で
な

く
診
療
所
経
営
も
非
常
に

厳
し
い
こ
と
に
言
及
し
、

「
か
な
り
厳
し
く
主
張
す

べ
き
」
と
訴
え
た
。
こ
れ

に
先
立
つ
９
月
７
日
に

は
、
近
畿
医
師
会
連
合
が

基
本
診
療
料
の
大
幅
ア
ッ

プ
な
ど
５
項
目
を
求
め
る

決
議
を
ま
と
め
、
９
月
２８

日
に
は
関
東
甲
信
越
医
師

会
連
合
会
が
物
価
高
騰
や

賃
金
上
昇
の
水
準
に
応
じ

た
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

改
定
の
実
施
な
ど
３
点
を

求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

　

協
会
会
員
諸
氏
に
お
い

て
は
、
会
員
署
名
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
。

※
署
名
の
再
送
・
お
問
合

せ
は
医
療
運
動
部
会
ま
で

（

℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐

２
１
１
１
）。

※
会
員
の
声
を
募
集
し
て

い
ま
す（
詳
細
１１
面
）
。
い

た
だ
い
た
意
見
は
紙
面
を

通
じ
て
全
文
共
有
し
ま
す
。

いい医療ドットコム～神奈川県保険医協会ホームページ～

https://www.iiiryou.com/

　

協
会
は
会
員
署
名
「
地
域
の
医
療
機
関
を
守
る
た
め
、
緊
急
財
政
措
置
と

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師
要
請
署
名
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
要
請
項
目
は
、
▽
基
本
診
療
料
を
中
心
に
診
療
報
酬
の
期

中
改
定
や
、
補
助
金
等
で
の
緊
急
財
政
措
置
の
早
急
な
実
施
、
▽
２
０
２
６

年
度
改
定
で
の
１０
％
以
上
の
大
幅
引
き
上
げ
、
▽
患
者
窓
口
負
担
の
大
幅
軽

減
―
の
３
点
。
署
名
用
紙
は
９
月
下
旬
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
し
、
郵
送
で
は

月
刊
保
団
連
１０
月
号
に
も
同
封
す
る
予
定
。
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
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当
会
会
員
の
多
く
は
医
師

１
名
の
個
人
医
療
機
関
で
あ

り
、
よ
っ
て
一
般
企
業
勤
務

の
方
々
に
比
べ
疾
病
に
よ
る

休
業
に
脆
弱
で
あ
る
。
個
人

医
療
機
関
で
は
院
長
が
就
業

で
き
な
い
場
合
、
院
長
自
身

の
治
療
費
に
加
え
て
、
医
院

の
固
定
費
や
従
業
員
給
与
の

支
払
い
も
続
く
。
ま
た
長
期

間
の
場
合
は
患
者
さ
ん
も
他

施
設
に
流
れ
る
の
で
、
そ
の

打
撃
は
大
き
い
。
よ
っ
て
会

員
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
の

は
休
業
に
対
す
る
備
え
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
当
会
に
は

休
業
保
障
保
険
（
以
下
休
保
）

が
あ
る
。
開
業
し
て
間
も
な

い
会
員
の
中
に
は
健
康
に
自

信
の
あ
る
方
も
多
い
が
、
３０

～
４９
歳
の
当
会
休
保
加
入
者

の
５
人
に
１
人
が
給
付
を
受

け
て
お
り
、
若
年
で
あ
っ
て

も
リ
ス
ク
は
現
実
的
だ
。
こ

の
制
度
は
申
込
時
点
で
生
活

習
慣
病
を
含
む
疾
病
を
有
す

る
方
は
加
入
が
難
し
く
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
服
薬
の
開
始

前
か
ら
の
加
入
が
重
要
で
あ

る
。
な
お
健
康
に
問
題
の
あ

る
場
合
に
は
所
得
補
償
保
険

が
補
完
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

　

開
業
後
間
も
な
い
う
ち
は

こ
の
休
保
と
万
が
一
の
際
に

家
族
を
守
る
生
命
保
険
の
グ

ル
ー
プ
保
険
の
加
入
を
主
と

す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て

子
ど
も
が
独
立
す
る
年
齢
と

な
れ
ば
生
命
保
険
を
減
額
し

て
、
老
後
の
た
め
の
投
資
の

比
重
を
増
や
し
て
い
く
べ
き

だ
。
投
資
と
し
て
は
公
的
年

金
を
管
理
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の

資
産
配
分
に
習
っ
て
、
資
金

の
７５
％
を
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど
の

中
の
国
内
株
式
、
外
国
株
式
、

外
国
債
券
に
三
等
分
し
て
投

資
し
、
残
り
２５
％
を
国
内
債

券
投
資
の
代
わ
り
と
し
て
当

会
保
険
医
年
金
を
活
用
す
る

の
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
に
毎
年
最
大
の
３
６

０
万
を
投
資
を
す
る
の
な

ら
、
年
１
２
０
万
を
保
険
医

年
金
と
す
る
べ
き
で
、
投
資

資
金
の
多
寡
が
あ
っ
て
も
、

こ
の
比
率
を
目
安
に
投
資
を

継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
こ
の
よ
う
な
投
資
の
継

続
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
と
同
等
以

上
の
収
益
が
期
待
で
き
、
個

人
の
公
的
年
金
と
あ
わ
せ
て

老
後
資
金
確
保
の
目
途
が
立

つ
。
例
え
ば
５５
～
６４
歳
の
１０

年
間
の
み
、
毎
年
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

１
８
０
万
、
保
険
医
年
金
６０

万
の
積
立
で
総
額
２
千
４
０

０
万
の
投
資
を
行
な
う
と
す

る
。
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
２
０
０
１

年
以
降
の
収
益
が
年
平
均
で

４
・
３
％
な
の
で
、
低
く
見

積
も
り
年
間
収
益
４
％
で
あ

っ
て
も
、
７０
歳
に
は
３
千
６

０
０
万
と
な
る
。
投
資
リ
ス

ク
を
恐
れ
銀
行
預
金
や
タ
ン

ス
貯
金
に
し
た
場
合
、
２
％

程
度
の
物
価
上
昇
が
続
け

ば
、
こ
れ
ら
は
５
年
で
９
％

程
度
目
減
り
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

開
業
医
は
多
く
の
リ
ス
ク

を
抱
え
て
い
る
。
協
会
の
共

済
制
度
加
入
と
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な

ど
を
活
用
し
て
、
リ
ス
ク
を

減
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
何
れ
か
の
共
済
制
度
に

加
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

生
保
会
社
の
Ｆ
Ｐ
に
よ
る
個

別
相
談
も
可
能
で
あ
る
。
今

あ
る
リ
ス
ク
と
将
来
の
備
え

を
今
日
か
ら
始
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
共
済
制
度
加
入
は

そ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

万
が
一
の
リ
ス
ク
と
将
来
の
備
え
に

協
会
共
済
制
度
の
活
用
を

医
療
に
必
要
な
の
は
人
件
費
だ
け
で
は
な
い

技
術
料
の
引
き
上
げ
は
必
須

保
険
償
還
価
格
の
最
大 

約
７
倍

約
７
倍 

も

高
騰
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料

（
１
面
か
ら
続
く
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
は
下
枠
の

通
り
。
仕
入
れ
価
格
は
税
込
み
。

寄
せ
ら
れ
た
自
由
意
見
は
掲
載

に
あ
た
っ
て
文
体
を
整
理
し
た
。

「
特
定
保
険
医
療
材
料
で
、
仕

入
れ
値
が
保
険
収
載
額
を
上
回

っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す

か
」
の
問
い
に
は
、
「
あ
る
」

と
回
答
し
た
医
療
機
関
が
３３

％
、「
な
い
」
と
回
答
し
た
医
療

機
関
が
４１
％
と
な
っ
た（
図
１
）
。

　

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
医
療

機
関
に
品
目
と
仕
入
れ
価
格
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答

可
）、
７７
品
目
に
つ
い
て
計
１

６
７
件
が
寄
せ
ら
れ
た
。
最
も

多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
が
「
膀
胱

留
置
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
カ

テ
ー
テ
ル
２
管
一
般
（
Ⅱ
）
標

準
型
」
で
１２
件
。
保
険
償
還
価

格
は
５
６
１
円
だ
が
、
仕
入
れ

価
格
は
最
大
２
千
３
１
０
円
、

最
小
で
６
１
５
円
だ
っ
た
（
図

２
上
）
。
次
い
で
「
膀
胱
留
置

用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
カ
テ
ー

テ
ル
２
管
一
般
（
Ⅱ
）
閉
鎖
式

導
尿
シ
ス
テ
ム
」
と「
気
管
切
開

後
留
置
用
チ
ュ
ー
ブ
一
般
型

カ
フ
付
き
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

カ
フ
上
部
吸
収
機
能
あ
り
一
重

管
」
が
と
も
に
１０
件
と
続
く
。

「
膀
胱
留
置
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ブ
ル
カ
テ
ー
テ
ル
２
管
一
般

（
Ⅱ
）
閉
鎖
式
導
尿
シ
ス
テ
ム
」

の
保
険
償
還
価
格
は
８
６
２
円

だ
が
、
仕
入
れ
価
格
は
最
大
２

千
６
３
１
円
、
最
小
１
千
１
６

０
円
。
「
気
管
切
開
後
留
置
用

チ
ュ
ー
ブ
一
般
型

カ
フ
付
き

気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

カ
フ
上

部
吸
収
機
能
あ
り
一
重
管
」
は

保
険
償
還
価
格
４
千
２０
円
に
対

し
、
仕
入
れ
価
格
の
最
大
値
は

１
万
２
千
９
０
０
円
で
、
最
小

は
４
千
５
４
０
円
だ
っ
た
。「
気

　

「
在
宅
療
養
指
導
管
理
材
料

加
算
（
血
糖
自
己
測
定
器
加
算
、

酸
素
ボ
ン
ベ
加
算
等
）
で
、
仕
入

れ
値
（
リ
ー
ス
料
金
）
が
保
険
点

数
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
（
逆

ザ
ヤ
の
も
の
）
は
あ
り
ま
す

か
？
」
の
問
い
で
は
、「
あ
る
」

と
答
え
た
の
が
１２
％
、「
な
い
」

と
答
え
た
の
が
５５
％
、「
わ
か
ら

な
い
」
が
１９
％
、
未
回
答
が
１４
％

で
あ
っ
た
。

　

「
あ
る
」
と
答
え
た
医
療
機
関

に
品
目
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
７

品
目
に
つ
い
て
計
１５
件
が
寄
せ

ら
れ
、
う
ち
７
件
が
「
血
糖
自
己

測
定
器
加
算

間
歇
ス
キ
ャ
ン

式
持
続
血
糖
測
定
」
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
。
当
該
項
目
は
保
険

点
数
が
１
月
１
千
２
５
０
点

（
１
万
２
千
５
０
０
円
）
で
、
１

月
あ
た
り
の
仕
入
れ
価
格
の
最

大
値
は
２
万
３
千
４
０
０
円
、

最
小
値
が
１
万
２
千
５
５
３
円

だ
っ
た
。「
血
糖
自
己
測
定
器
加

算

６０
回
以
上
」
で
も
保
険
点

数
が
１
月
８
３
０
点
（
８
千
３

０
０
円
）
の
と
こ
ろ
、
１
月
あ
た

り
の
仕
入
れ
価
格
の
最
大
値
が

１
万
１
千
４
２
１
円
、
最
小
値

は
８
千
６
８
２
円
で
あ
っ
た
。

血
糖
測
定
に
使
用
す
る
資
材

は
、
患
者
へ
追
加
で
支
給
す
る

場
合
で
も
保
険
点
数
は
固
定
の

た
め
、
実
際
の
赤
字
は
更
に
膨

ら
む
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

　

「
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
、
材
料

代
の
今
後
の
値
上
げ
の
提
示
は

あ
り
ま
す
か
？
又
は
最
近
値
上

げ
が
あ
り
ま
し
た
か
？
」
の
問

い
に
は
、
３３
％
が
「
あ
る
」
、

３１
％
が
「
な
い
」、
２７
％
が
「
わ

か
ら
な
い
」
と
回
答
。
９
％
は

未
回
答
だ
っ
た
。
自
由
記
述
欄

に
は
、
「
告
知
な
く
値
上
げ
さ

れ
て
い
た
」
と
の
記
載
も
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。

管
内
チ
ュ
ー
ブ

カ
フ
あ
り

カ

フ
上
部
吸
引
機
能
な
し
」
に
つ

い
て
は
、
保
険
償
還
価
格
５
６

９
円
に
対
し
約
７
倍
の
４
千
２

３
５
円
（
図
２
下
）
で
取
引
さ

れ
て
い
る
例
も
寄
せ
ら
れ
た
。

在
宅
療
養
指
導
管
理
材
料
加
算

間
歇
ス
キ
ャ
ン
式

持
続
血
糖
測
定
器

の
赤
字
が
顕
著

検
査
費
・
衛
生
材
料
も

「
必
要
な
医
療
提
供

で
き
な
い
」

　

自
由
記
述
欄
に
は
、
「
自
己

導
尿
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
仕
入
れ

値
が
１
本
２
千
２
０
３
円
（
税

込
み
）
な
の
で
、
在
宅
自
己
導

尿
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
カ
テ

ー
テ
ル
を
支
給
す
る
場
合
は
今

の
加
算
点
数
の
４
０
０
点
（
編

注

：

再
利
用
型
カ
テ
ー
テ
ル

４
０
０
点
）
で
は
必
要
か
つ
十

分
な
量
の
カ
テ
ー
テ
ル
を
支
給

で
き
な
い
」
、「
間
歇
ス
キ
ャ
ン

式
持
続
血
糖
測
定
器
は
卸
業
者

と
交
渉
し
て
保
険
点
数
ギ
リ
ギ

リ
の
価
格
で
入
れ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
保
険
点
数
の
Ｕ
Ｐ
を
要

望
す
る
」
、
「
酸
素
療
法
加
算
は

２
千
点
で
あ
る
が
、
月
２
万
４

千
円
～
２
万
５
千
円
か
か
る
」

と
い
っ
た
声
や
、「
赤
字
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
保
険
点
数

と
仕
入
れ
値
が
ほ
ぼ
同
額
の
も

の
が
多
く
、
こ
れ
以
上
値
上
げ

が
あ
る
と
赤
字
に
な
る
材
料
が

多
い
」、「
仕
入
れ
値
が
上
が
っ

て
も
算
定
点
数
が
低
い
の
で
、

ず
っ
と
納
得
が
い
か
な
い
ま

ある（33％）ある（33％）

ない（41％）ない（41％）

n=101n=101

その他（26％）その他（26％）

〈図1〉

特定保険医療材料で、仕入れ値が保険収載
額を上回っているものはありますか。

〈図2〉

回答のあった77品目の価格差の一部
※上：保険償還価格　下：仕入れ価格（最大）

保険医年金【2026年1月1日加入】

ご希望の方はお急ぎください！（10月25日受付〆切）

9月1日より予定利率が

1.225％に上昇

9月1日より予定利率が9月1日より予定利率が

に上昇に上昇

●制度の詳細はパンフレットをご覧ください。
●資料請求・お申込希望の方は共済部(TEL:045-313-2111)
　または右記QRコードからお問合せください。

投資にはない堅実性が魅力です。確実な老後資金の準備や資産運用
の分散投資先としてもおススメです！引退後に年金として受け取るこ
とはもちろん、一時金として一括受取または部分解約も可能です*2。

→ 2024 年度は予定利率（1.202%）に配当（0.112%）の
上乗せがあり、合計1.314%での運用実績となりました *1

*1 配当金は前年度決算実績によるため、支払いが約束されるものではございません。

*2 短期間で解約した場合は積立金額が掛金額を下回る場合がございます。

気管内チューブ カフあり
カフ上部吸引機能なし

ま
。
近
年
バ
ル
ー
ン
を
使
用
す

る
方
が
増
え
て
い
る
。
何
と
か

な
ら
な
い
も
の
か
」
と
い
っ
た
、

値
上
げ
や
低
す
ぎ
る
点
数
設
定

に
悩
む
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
検
体
検
査
の
外
注
費

用
の
値
上
げ
や
衛
生
材
料
の
値

上
げ
に
関
し
、「
皮
膚
処
置
で
使

用
す
る
材
料
（
メ
ス
な
ど
）
が

高
い
。
処
置
時
間
も
長
く
か
か

る
場
合
が
多
い
の
で
保
険
診
療

費
と
見
合
わ
な
い
と
思
う
こ
と

が
あ
る
」、「
特
定
保
険
医
療
材

料
以
外
の
医
療
材
料
（
シ
リ
ン

ジ
・
グ
ロ
ー
ブ
・
チ
ュ
ー
ブ
等
）

は
数
回
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

償
還
で
き
な
い
も
の
の
方
が
値

上
げ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」、
「
ガ
ー
ゼ
・
包
帯
・
テ
ー

プ
・
針
・
シ
リ
ン
ジ
な
ど
も
高

騰
し
て
い
る
。
材
料
費
が
保
険

に
含
ま
れ
る
整
形
外
科
は
と
て

も
辛
い
状
態
。
そ
の
た
め
、
処

置
を
し
な
い
医
療
機
関
が
増

え
、
ち
ょ
っ
と
の
傷
が
悪
化
し

て
い
る
患
者
も
多
く
い
る
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
の
診
療
報
酬
改

定
に
お
い
て
は
、
「
外
来
・
在
宅

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）」
、「
入
院
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
」
（
以
下「
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
」）
が
新
設
さ
れ
た

が
、使
途
は
一
部
の
従
事
者
の

人
件
費
に
限
ら
れ
て
お
り
、
医

療
機
関
の
経
営
全
体
を
支
え
る

点
数
で
は
な
い
。

　

診
療
報
酬
は
一
連
の
診
療
と

人
件
費
な
ど
を
総
合
的
に
評
価

し
た
基
本
診
療
料
と
、
個
々
の

診
療
行
為
（
技
術
）
を
評
価
し

た
特
掲
診
療
料
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
特
掲
診
療
料
に
は
特
に

規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該

医
療
技
術
に
伴
い
必
要
不
可
欠

な
衛
生
材
料
等
の
費
用
を
含
ん

で
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

６
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

を
経
て
、
医
療
機
関
の
経
営
体

力
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
間

医
療
機
関
の
収
入
が
減
少
す
る

一
方
で
材
料
費
が
増
加
し
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
は
、
医

療
経
済
実
態
調
査
や
日
本
医
師

会
の
調
査
で
も
裏
付
け
が
あ
る
。

　

基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ
は

勿
論
、
特
掲
診
療
料
の
引
き
上

げ
も
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
協
会
で
は
引
き
続
き
調
査

を
参
考
に
、
診
療
報
酬
引
き
上

げ
を
要
請
し
て
い
く
。

会員調査

1.225％1.225％に上昇に上昇

〈アンケート概要〉

【期間】2025年7月14日～28
日（15日間）、【対象】医科会員、

【方法】FAX送信、【送信数】

3,336件、【回答数】101件（病
院4件、無床診療所95件、有

床診療所2件）、【回答率】3.0％

膀胱留置用ディスポーザブル
カテーテル2管一般（Ⅱ）標準型

1,749円1,749円

0 500 1000 1500 2000 2500

561円561円 1,749円1,749円

0 1000 2000 3000 4000 5000

4,235円

2,310円

1,000

1,000

2,000

2,000 3,000 4,000 5,000

1,500 2,5005000

0

569円569円 3,666円3,666円

約7倍約7倍



国・県への予算要望ヒアリング
　政策部はこの間、国政・県政の次年度予算要望に向けて、国会議員や各党会派の県議団と懇談。以下の項目を要求している。
　国政へ：❶診療報酬引き上げ、❷「医療ビジネス」の実態調査、❸医療法改定案法制化の見送り、❹OTC類似医薬品の保険適用除外阻止、❺長期収載医
薬品の選定療養化中止、❻保険証の復活もしくは資格確認書の発行、❼高額療養費の限度額引き上げ阻止、❽小児医療費の助成拡大―以上、8点を求めた。
　また、県政へ：①保険証の復活等、②物価高騰対策、③高額療養費の限度額引き上げ阻止、④後期高齢者保険料引き下げ等、⑤小児医療費助成拡大、⑥
医療的ケア児支援―以上6点を求めた。

　

６
月
11
日
、
自
由
民
主
党
神
奈

川
県
議
団
と
懇
談
。
県
連
・
県
議

団
か
ら
高
橋
・
桝
・
敷
田
・
原
・

神
倉
・
田
中
各
議
員
、
金
澤
20
区

支
部
長
ら
19
名
が
出
席
し
、
協
会

か
ら
湯
浅
副
理
事
長
、
磯
崎
部
長

が
県
庁
へ
赴
い
た
。

　

冒
頭
、
湯
浅
副
理
事
長
が
国
政

　

９
月
９
日
、
立
憲
・
神
奈
川
県

総
支
部
連
合
と
懇
談
。
協
会
か
ら

は
磯
崎
部
長
・
藤
田
理
事
、
党
か

ら
は
牧
山
・
早
稲
田
・
山
崎
・
宗

野
・
大
塚
各
議
員
ら
13
名
が
出
席
。

協
会
か
ら
国
政
要
望
と
し
て
、
❶

診
療
報
酬
引
き
上
げ
、
❸
医
療
法

改
定
案
法
制
化
の
見
送
り
、
❹
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
医
薬
品
の
保
険
適
用
除

外
阻
止

－
に
つ
い
て
重
点
を
置

い
て
要
望
し
た
。

　

磯
崎
部
長
は
、
診
療
所
は
初
診

患
者
の
８
割
を
診
て
お
り
、
重
篤

な
病
気
に
罹
患
す
る
将
来
の
リ
ス

　

７
月
９
日
、
か
な
が
わ
未
来
神

奈
川
県
議
会
議
員
団
と
懇
談
。
県

議
団
か
ら
作
山
・
近
藤
・
脇
・
永

井
・
吉
川
各
議
員
が
出
席
し
、
協

会
か
ら
は
磯
崎
部
長
、
藤
田
理
事

が
県
庁
に
赴
き
、
②
物
価
高
騰
対

策
、
③
高
額
療
養
費
の
限
度
額
引

き
上
げ
阻
止
、
⑥
医
療
的
ケ
ア
児

支
援

－

等
を
中
心
に
訴
え
た
。
磯

崎
部
長
は
医
院
経
営
の
逼
迫
や
医

療
機
関
の
倒
産
数
が
増
加
し
て
い

る
状
況
を
説
明
し
、
再
投
資
や
職

員
の
十
分
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
可

能
な
診
療
報
酬
が
必
要
と
訴
え

た
。
藤
田
理
事
は
保
険
診
療
は
公

定
価
格
で
あ
り
診
療
報
酬
を
上
げ

る
必
要
が
あ
る
が
、
長
年
に
わ
た

り
事
実
上
下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
説
明
。
単
発
の
補
助
金
で
は
経

営
の
見
通
し
が
立
た
な
い
と
窮
状

を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
磯
崎
部
長
は
高
額
療
養

費
の
限
度
額
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、
自
己
負
担
額
が
生
活
費
等
を

除
い
た
医
療
費
支
払
い
能
力
の
う

ち
40
％
以
上
と
さ
れ
る
〝
破
滅
的

医
療
支
出
〞
に
近
づ
く
家
庭
も
あ

り
、
子
ど
も
の
養
育
と
自
分
の
命

を
天
秤
に
か
け
る
状
況
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
事
例
を
挙
げ
、
現
役

世
代
が
働
き
な
が
ら
治
療
を
続
け

る
こ
と
が
重
要
と
警
鐘
し
た
。
藤

田
理
事
は
、
ア
ト
ピ
ー
患
者
の
中

に
は
安
い
治
療
薬
で
対
処
可
能
な

患
者
も
い
れ
ば
、
高
額
な
自
己
注

射
が
必
要
な
患
者
も
お
り
、
限
度

額
引
き
上
げ
の
影
響
は
大
き
い
と

指
摘
し
た
。

　

７
月
30
日
、
共
産
党
と
懇
談
。

県
議
団
か
ら
井
坂
・
大
山
各
議
員
、

協
会
か
ら
は
田
辺
理
事
長
、
湯
浅

副
理
事
長
、
藤
田
理
事
が
出
席
。

湯
浅
副
理
事
長
は
、
経
営
に
関
す

る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
示

し
厳
し
い
経
営
状
況
を
訴
え
た
。

要
因
の
一
つ
と
し
て
、
２
０
２
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
、
特
定
疾

患
療
養
管
理
料
の
対
象
か
ら
３
疾

ス
チ
ッ
ク
関
連
の
医
療
材

料
等
の
値
段
が
上
昇
し
、

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
と

補
足
。
井
坂
議
員
は
県
立

病
院
を
視
察
し
病
院
経
営

が
深
刻
で
あ
る
と
知
っ
て

い
た
が
、
診
療
所
の
苦
境

は
認
識
不
足
の
面
が
あ
る

と
し
た
。
田
辺
理
事
長
は

保
険
医
療
材
料
費
の
高
騰

や
、
医
療
界
が
賃
上
げ
で

き
な
い
こ
と
で
生
じ
る
他

業
界
へ
の
人
材
流
出
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
公
定
価
格

で
あ
る
診
療
報
酬
増
が
必

須
と
訴
え
た
。

オ
ン
診
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
見
直
し
を

オ
ン
診
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
見
直
し
を

自
由
民
主
党

自
由
民
主
党

国政・県政国政・県政

開
業
医
が
重
症
化
リ
ス
ク
を
予
防

開
業
医
が
重
症
化
リ
ス
ク
を
予
防

  

医
療
存
続
へ
診
療
報
酬
増
を

医
療
存
続
へ
診
療
報
酬
増
を

立
憲
民
主
党
・
神
奈
川
県
総
支
部
連
合
会

立
憲
民
主
党
・
神
奈
川
県
総
支
部
連
合
会

国 政国 政

減
収
か
つ
経
費
高
騰

減
収
か
つ
経
費
高
騰

  

診
療
所
の
苦
境
へ
恒
久
的
支
援
を

診
療
所
の
苦
境
へ
恒
久
的
支
援
を

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

県 政県 政

高
額
療
養
費
見
直
し

高
額
療
養
費
見
直
し

  

患
者
へ
配
慮
を

患
者
へ
配
慮
を

か
な
が
わ
未
来

か
な
が
わ
未
来

県 政県 政

及
び
県
政
へ
の
要
望
を
伝
え
た
。

磯
崎
部
長
は
県
内
病
院
の
７
割
以

上
が
赤
字
で
あ
る
と
し
、
建
設
費

の
高
騰
か
ら
新
棟
建
設
を
断
念
す

ク
を
抑
え
て
い
る
の
が
開
業
医
の

役
割
と
解
説
し
、
リ
ス
ク
が
低
い

医
療
に
つ
い
て
保
険
外
と
な
れ
ば

受
診
抑
制
に
つ
な
が
り
、
将
来
重

篤
な
疾
患
を
発
症
す
る
危
険
性
を

警
鐘
し
た
。
材
料
費
、
人
件
費
の

高
騰
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
経
営
状

況
に
も
触
れ
、
医
療
機
関
が
国
民

の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
お
金
が

か
か
る
こ
と
を
説
明
し
、
期
中
改

定
を
含
め
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

を
求
め
た
。

　

藤
田
理
事
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
外
し
に
つ
い
て
、
ア
セ
ト
ア

ミ
ノ
フ
ェ
ン
は
解
熱
剤
だ
け
で
は

な
く
、
リ
ウ
マ
チ
や
整
形
外
科
的

な
疾
患
の
痛
み
止
め
と
し
て
も
使

用
者
が
多
く
影
響
が
大
き
い
が
、

医
療
費
の
削
減
効
果
は
低
い
と
解

説
し
た
。

る
例
な
ど
、
医
療
業
界
の
厳
し
い

経
営
状
況
を
説
明
。
診
療
報
酬
の

締
め
付
け
を
厳
し
く
す
れ
ば
、
閉

院
す
る
医
療
機
関
も
増
え
て
く
る

と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
は
当
初
、
対
面
診
療
の
補

足
と
し
て
医
療
不
足
地
に
医
療
を

届
け
る
と
い
う
〝
善
意
〞
か
ら
始

ま
っ
た
が
、
趣
旨
が
曲
解
さ
れ
つ

つ
あ
る
と
説
明
。
医
療
法
改
正
案

の「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
」

は
、
医
療
機
関
で
は
な
い
企
業
が

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
場
を
医
療
機

関
へ
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
可
能

と
な
る
た
め
、
医
療
の
非
営
利
原

則
を
鑑
み
た
見
直
し
が
必
要
と
訴

え
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
医
薬

品
の
保
険
除
外
に
つ
い
て
は
、

フ
ァ
モ
チ
ジ
ン
（
ガ
ス
タ
ー
10
）

を
１
日
２
錠
・
30
日
間
投
与
で
自

己
負
担
が
約
８
千
５
０
０
円
上
昇

す
る
事
例
を
挙
げ
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。
他
に
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
が

安
心
し
て
一
般
学
級
に
通
学
で
き

る
体
制
が
重
要
と
し
、
保
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
訪
問
看

護
師
が
付
き
添
う
こ
と
や
、
教
員

の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要

と
し
た
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
児

が
一
般
学
級
に
通
学
す
る
こ
と
で

他
の
児
童
へ
良
い
影
響
を
与
え
る

と
詳
述
し
た
。
敷
田
議
員
は
「
医

療
に
お
い
て
利
便
性
の
向
上
が
安

全
性
の
低
下
を
招
い
て
は
い
け
な

い
。
対
面
で
の
対
応
が
最
優
先
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
医
師
確
保
や

財
政
支
援
、
医
療
機
関
の
サ
ポ
ー

ト
と
い
っ
た
本
質
を
見
極
め
た
対

応
が
望
ま
れ
る
。
苛
酷
な
医
療
現

場
の
た
め
、
優
秀
な
医
療
人
材
が

美
容
医
療
に
進
む
い
わ
ゆ
る
〝
直

美
〞
等
の
医
療
提
供
体
制
の
課
題

は
認
識
し
て
い
る
。
医
療
提
供
体

制
の
拡
充
の
問
題
提
起
を
受
け

取
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

大
塚
議
員
か
ら
医
師
偏
在
問
題

に
つ
い
て
問
わ
れ
、藤
田
理
事
は
、

専
門
医
や
認
定
医
の
資
格
更
新
時

に
指
定
さ
れ
た
複
数
の
疾
患
群
毎

の
診
療
実
績
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
義

務
が
あ
り
、
僻
地
勤
務
や
開
業
医

で
は
困
難
で
諦
め
た
経
験
を
説

明
。
僻
地
医
療
に
お
い
て
も
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ

う
に
認
定
制
度
を
見
直
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
と
し
た
。
磯
崎
部
長

は
研
修
環
境
・
設
備
の
充
実
や
診

療
報
酬
な
ど
複
合
的
な
要
因
を
挙

げ
、
解
決
へ
の
一
手
と
し
て
各
医

大
で
の
取
組
み
の
工
夫
や
好
事
例

を
収
集
す
る
こ
と
、
財
政
的
な
補

助
が
あ
る
と
し
た
。

大山議員井坂議員

立憲民主党・神奈川県総支部連合会

かながわ未来県議団

自由民主党県議団保険医協会

患
（
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
）
が
除
外
さ
れ
た
こ
と
や
、

特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算
１
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
等
の
影
響
が
大
き

い
と
解
説
。
経
営
強
化
の
補
助
金

事
業
に
謝
意
を
述
べ
つ
つ
も
、
一

時
的
な
補
助
金
だ
け
で
は
な
く
恒

久
的
な
支
援
を
求
め
た
。
医
療
Ｄ

Ｘ
の
設
備
投
資
へ
の
補
助
金
が
あ

る
が
、
保
守
点
検
や
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
今
後
必
要
と
な
り
更
な

る
負
担
が
生
じ
う
る
こ
と
も
併
せ

て
伝
え
た
。
ま
た
、藤
田
理
事
は
、

視
覚
障
害
者
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

利
用
が
困
難
な
事
例
や
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
使
用
で
き
な
い

場
合
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
渋
谷
区
や
世
田

谷
区
の
よ
う
に
資
格
確
認
書
を
国

保
加
入
者
へ
一
律
に
送
付
す
る
こ

と
が
重
要
と
説
明
し
た
。

　

井
坂
議
員
か
ら
は
無
床
診
療
所

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
質
問
が
な

さ
れ
、
湯
浅
副
理
事
長
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
月
１
回
の
外
来
通
院
か

ら
２
〜
３
カ
月
に
１
回
の
外
来
通

院
に
変
更
と
な
り
、
長
期
処
方
を

希
望
す
る
患
者
も
増
加
し
た
こ
と

が
減
収
に
影
響
し
た
と
説
明
。
藤

田
理
事
は
、
非
保
険
償
還
の
プ
ラ



　

７
月
31
日
、
日
本
維
新
の
会
と

懇
談
。
県
議
団
か
ら
佐
藤
・
日
浦
・

片
桐
・
阿
部
各
議
員
、
協
会
か
ら

二
村
副
理
事
長
、
藤
田
理
事
が
出

席
。
藤
田
理
事
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
に
つ
い
て
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
等
の
操
作
が
で
き
な
い

方
へ
の
配
慮
が
必
要
で
、
誰
一
人

患
者
を
置
き
去
り
に
し
な
い
措
置

を
求
め
た
。
ま
た
、
⑤
小
児
医
療

費
助
成
拡
大
に
つ
い
て
は
、
全
国

の
市
区
町
村
に
お
け
る
こ
ど
も
医

療
費
の
実
施
状
況
は
対
象
年
齢
の

18
歳
年
度
末
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
、
対
象
年
齢
の
県
基
準
を
中
学

校
卒
業
ま
で
底
上
げ
す
る
こ
と

が
、
各
市
町
村
の
取
組
み
に
つ
な

が
る
と
詳
述
し
た
。

　

ま
た
、
二
村
副
理
事
長
は
②
物

価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
診
療
報

酬
改
定
に
よ
る
生
活
習
慣
病
管
理

料
へ
の
移
行
等
に
よ
り
医
療
機
関

の
経
営
は
圧
迫
さ
れ
大
幅
に
マ
イ

　

７
月
31
日
、
立
憲
・
か
な
が
わ

ク
ラ
ブ
と
懇
談
。
県
議
団
か
ら
栄

居
・
市
川
・
赤
野
・
斉
藤
・
望
月
・

須
田
・
飯
野
・
平
野
各
議
員
、
協

会
か
ら
二
村
副
理
事
長
、
藤
田
理

事
が
出
席
。
二
村
副
理
事
長
が
県

政
へ
の
要
望
を
伝
え
た
。
①
保
険

証
の
復
活
等
に
つ
い
て
は
、
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
、
ネ
ッ

ト
環
境
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
、

今
ま
で
は
保
険
証
の
提
示
で
対
応

で
き
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
事
例
が
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
律
の
資
格
確
認
書
の
送
付
を
求

め
た
。
②
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て
は
、
協
会
が
実
施
し
た
経
営
に

関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
、
物
価
・
人
件
費
等
の
高
騰
に

よ
り
多
く
の
医
療
機
関
の
事
業
所

得
が
減
少
し
て
い
る
現
状
を
伝
え

た
。

　

平
野
議
員
よ
り
病
床
削
減
で
給

付
金
を
支
給
す
る
事
業
の
影
響
に

つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
、
藤
田
理

事
は
コ
ロ
ナ
流
行
期
の
病
床
不
足

が
忘
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
懸
念

を
示
し
つ
つ
、
病
院
経
営
の
厳
し

さ
が
余
剰
病
床
の
削
減
に
つ
な
が

り
う
る
と
し
、
公
定
価
格
の
診
療

報
酬
で
は
物
価
高
騰
に
対
応
で
き

な
い
と
指
摘
。
Ｔ
Ｖ
報
道
で
は
病

院
の
経
営
難
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
が
、
診
療
所
の
経
営

も
同
様
に
厳
し
い
と
念
を
押
し
た
。

　

ま
た
、
市
川
議
員
は
マ
イ
ナ
保

険
証
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

た
め
に
高
齢
者
に
向
け
た
暫
定
措

置
は
必
要
と
し
た
上
で
、
浸
透
し

な
い
理
由
に
設
備
投
資
等
の
負
担

が
あ
る
の
で
は
と
質
問
。
協
会
か

ら
は
、
70
年
続
く
保
険
証
文
化
が

急
に
変
更
と
な
る
こ
と
や
デ
ジ
タ

ル
教
育
が
追
い
付
い
て
い
な
い
等

の
多
数
の
要
因
が
あ
り
、
時
間
を

か
け
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
説

明
し
た
。
市
川
議
員
は
デ
ジ
タ
ル

ク
ー
ポ
ン
等
の
給
付
金
も
用
い
な

が
ら
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

　

８
月
７
日
、
公
明
党
神
奈
川
県

議
団
と
懇
談
。県
議
団
か
ら
亀
井
・

鈴
木
各
議
員
、
協
会
か
ら
二
村
副

理
事
長
、
磯
崎
部
長
、
藤
田
理
事

が
出
席
。
①
保
険
証
の
復
活
等
、

②
物
価
高
騰
対
策
、
⑥
医
療
的
ケ

ア
児
支
援

－

を
中
心
に
訴
え
、

他
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

の
阻
止
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

鈴
木
議
員
は
、
高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
引
き
上
げ
阻
止
や
小
児

医
療
費
助
成
の
拡
充
に
公
明
党
が

役
割
を
果
た
し
た
と
し
、
引
き
続

き
対
応
し
た
い
と
述
べ
た
。

　

磯
崎
部
長
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
外
し
を
行
っ
た
場
合
に
、

ガ
ス
タ
ー
10
を
使
用
し
た
事
例
で

は
８
千
５
０
０
円
の
自
己
負
担
額

増
と
な
る
例
を
挙
げ
、
お
金
が
な

く
薬
を
購
入
で
き
な
く
な
る
患
者

も
出
る
危
険
性
が
あ
る
と
情
報
共

有
し
、
医
療
現
場
へ
影
響
が
出
な

い
よ
う
に
監
視
を
求
め
た
。ま
た
、

患
者
の
８
割
が
使
う
医
療
費
は
全

医
療
Ｄ
Ｘ
に
は
配
慮
と
時
間
が
必
要

医
療
Ｄ
Ｘ
に
は
配
慮
と
時
間
が
必
要

立
憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
ク
ラ
ブ

立
憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
ク
ラ
ブ

県 政県 政

倒
産
数
増

倒
産
数
増

 

厳
し
い
経
営
状
況
を
共
有

厳
し
い
経
営
状
況
を
共
有

医
療
は
生
き
る
柱

医
療
は
生
き
る
柱

 

医
療
ア
ク
セ
ス
の
確
保
を

医
療
ア
ク
セ
ス
の
確
保
を

日
本
維
新
の
会

日
本
維
新
の
会

県
政
会
・
立
憲
民
主
神
奈
川
ネ
ッ
ト

県
政
会
・
立
憲
民
主
神
奈
川
ネ
ッ
ト

県 政県 政

県 政県 政

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
保
険
外
し

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
保
険
外
し

受
診
抑
制
等
の
影
響
へ
注
視
を

受
診
抑
制
等
の
影
響
へ
注
視
を

公
明
党

公
明
党

県 政県 政
　

７
月
31
日
、
県
政
会
・
立
憲
民

主
神
奈
川
ネ
ッ
ト
神
奈
川
県
議
団

と
懇
談
。
協
会
か
ら
藤
田
理
事
が

出
席
。
県
議
団
か
ら
小
川
・
首す

藤と
う・

松
長
・
青
木
各
議
員
が
出
席

し
た
。特
に
①
保
険
証
の
復
活
等
、

②
物
価
高
騰
対
策
、
③
高
額
療
養

費
の
限
度
額
引
き
上
げ
阻
止
、
⑥

医
療
的
ケ
ア
児
支
援

－

に
重
点

を
置
い
て
要
望
し
た
。

　

首
藤
議
員
は
マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て
出
口
戦
略
が
重
要
と
し
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
現
場
の

認
識
を
質
問
。
藤
田
理
事
は
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
は
20
年
以

上
か
け
て
普
及
し
た
事
例
を
挙

げ
、
ア
ナ
ロ
グ
方
式
と
の
併
用
が

重
要
と
し
た
。
首
藤
議
員
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
は
医
療
へ
の
入
口
に

あ
る
機
能
で
あ
り
、
高
齢
者
な
ど

多
様
な
利
用
者
を
想
定
し
た
制
度

設
計
が
必
要
と
述
べ
た
。

　

藤
田
理
事
は
、
医
療
的
ケ
ア
児

に
つ
い
て
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
数
が
減
り
、
供
給
が
追
い
付

い
て
い
な
い
状
況
に
触
れ
つ
つ
、

１
つ
の
学
校
に
１
人
配
置
で
は
看

護
師
の
人
数
が
足
り
て
お
ら
ず
、

人
数
の
底
上
げ
が
必
要
だ
と
し

た
。
青
木
議
員
は
医
療
的
ケ
ア
児

に
つ
い
て
は
以
前
よ
り
拡
充
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
普
通
学
級
で
の

喀
痰
吸
引
な
ど
医
療
的
ケ
ア
の
在

り
方
等
に
課
題
が
あ
る
と
し
た
。

小
川
議
員
は
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ

ル
注
射
の
材
料
コ
ス
ト
の
増
加
な

ど
物
価
高
騰
で
医
療
現
場
に
様
々

な
影
響
が
あ
る
と
知
っ
た
が
、
他

に
も
影
響
が
あ
る
の
か
と
質
問
。

藤
田
理
事
は
、
医
薬
品
不
足
の
問

題
が
あ
り
、
薬
の
原
料
は
海
外
依

存
が
大
き
い
た
め
、
円
安
、
原
油

高
で
調
達
困
難
が
加
速
す
る
な
ど

様
々
な
要
因
が
あ
る
と
し
た
。
首

藤
議
員
は
、
大
き
な
課
題
に
つ
い

て
は
県
単
独
で
対
応
が
難
し
い
も

の
も
あ
る
が
、
県
民
に
と
っ
て
医

療
は
〝
生
き
る
柱
〞
で
あ
り
、し
っ

か
り
前
に
進
め
た
い
と
述
べ
た
。

体
の
２
割
ほ
ど
で
、
少
な
い
重
症

者
に
大
部
分
の
医
療
費
が
使
わ
れ

て
お
り
、
保
険
の
機
能
を
果
た
し

て
い
る
と
説
明
。
さ
ら
に
、
生
活

習
慣
病
を
管
理
し
、
将
来
の
脳
卒

中
、
心
筋
梗
塞
、
慢
性
腎
臓
病
を

予
防
し
て
い
る
と
詳
述
し
た
。
ま

た
、
鈴
木
議
員
か
ら
終
末
期
の
医

療
費
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
、

磯
崎
部
長
は
、
終
末
期
医
療
に
か

か
る
医
療
費
は
全
体
の
約
２
％
に

過
ぎ
な
い
と
し
、
大
部
分
を
占
め

る
と
の
主
張
は
「
イ
メ
ー
ジ
で
あ

る
」と
指
摘
。
一
方
で
、老
人
ホ
ー

ム
で
の
不
適
切
な
訪
問
看
護
が
行

わ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る
な
ど
の

問
題
に
も
言
及
し
た
。

　

亀
井
議
員
か
ら
５
歳
児
健
診
に

つ
い
て
、
発
達
障
害
を
５
歳
児
で

診
断
で
き
れ
ば
学
校
に
入
学
す
る

ま
で
の
１
年
間
で
準
備
が
で
き
る

が
、
そ
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
作
り

に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
た
。
藤

田
理
事
は
発
達
障
害
の
診
断
の
検

査
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
診

断
を
行
う
医
師
を
ど
れ
だ
け
集
め

ら
れ
る
か
等
の
課
題
を
説
明
し
、

意
見
交
換
を
深
め
た
。

日本維新の会県議団

県政会・立憲民主神奈川ネット県議団

国・県への予算要望ヒアリング

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
理
解
を
示

し
た
。

立憲・かながわクラブ県議団

ナ
ス
で
あ
り
、
診
療
報
酬
の
増
額

や
補
助
金
を
求
め
た
。
藤
田
理
事

は
、
保
険
診
療
は
公
定
価
格
の
た

め
価
格
転
嫁
に
困
難
が
あ
る
こ
と

や
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
報
道

で
は
医
療
機
関
の
倒
産
件
数
が
過

去
最
高
の
ペ
ー
ス
で
あ
る
と
解

説
。
日
浦
議
員
は
、
医
療
機
関
が

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
維
新
の
会
と
し
て
課
題

は
共
有
し
た
い
と
述
べ
た
。

公明党県議団

県議会会派別議員数

045-313-2225

10
15

14時～17時

相談無料

会派名（呼称） 人数
自民党 46人
立憲民主党・
かながわクラブ 20人

かながわ未来 10人
公明党 8人
日本維新の会 5人
県政会・
立憲神奈川ネット 4人

共産党 3人
わが町 1人
港南の会 1人
創和会 1人
清進の会 1人
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１
９
７
２
年
、
ス
イ
ス
の
ロ

ー
マ
ク
ラ
ブ
と
い
う
シ
ン
ク
タ

ン
ク
が
「
成
長
の
限
界
」
と
い

う
論
文
を
発
表
し
た
。
人
口
増

加
や
環
境
汚
染
な
ど
の
現
在
の

状
況
が
続
け
ば
、
１
０
０
年
以

内
に
地
球
の
成
長
は
限
界
に
達

し
、
こ
の
ま
ま
経
済
成
長
が
続

い
て
い
る
と
と
ん
で
も
な
い
こ

と
が
起
き
て
し
ま
う
と
断
言
し

た
。

　

２
０
０
９
年
、
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
所

の
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
が

「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
バ
ウ
ン
ダ
リ

ー
」
と
い
う
「
地
球
に
は
限
界

が
あ
る
の
だ
」
と
い
う
概
念
を

示
し
、
気
候
変
動
、
生
物
の
多

様
性
、
窒
素
の
循
環
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
安
全
域
を
既
に

超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

明
確
に
示
し
た
。
１
万
年
位
前

か
ら
気
温
が
安
定
し
、
ヒ
ト
は

定
住
し
農
耕
を
始
め
、
文
明
を

作
り
出
し
た
。
産
業
革
命
か
ら
、

人
の
活
動
が
地
球
の
気
温
、
気

候
、
地
質
に
影
響
を
与
え
る
時

代
に
入
り
、
こ
こ
数
十
年
は
人

の
営
み
の
影
響
の
方
が
強
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
地
球
の
歴
史

か
ら
み
る
と
、
極
短
期
間
に
人

類
の
活
動
の
蓄
積
が
地
球
に
影

響
を
及
ぼ
す
時
代
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
国
連
・
ブ
ル
ン
ト

ラ
ン
ト
委
員
会
は
、
人
類
が
こ

の
ま
ま
人
口
増
加
、
資
源
利
用

の
増
加
、
工
業
化
、
環
境
汚
染

増
大
な
ど
を
続
け
て
い
け
ば
、

１
０
０
年
以
内
に
成
長
は
地
球

の
限
界
に
達
し
、
破
滅
的
な
事

態
に
至
る
と
警
告
し
た
。
地
球

上
の
人
口
は
ネ
ズ
ミ
算
的
、
幾

何
学
的
に
増
加
し
て
い
る
の
に

対
し
、
食
料
増
産
は
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
長
期

的
視
点
で
、地
球
、

人
類
の
将
来
に
関

心
、
危
機
感
を
持

ち
、
こ
の
危
機
的

状
況
を
回
避
す
る

行
動
を
今
の
う
ち

に
取
る
よ
う
に
し

て
、
こ
の
危
機
を

克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
と

い
う
。

　

私
た
ち
が
地
球

に
悪
影
響
を
与
え

て
い
る
の
な
ら
、

　9月19日、税対経営部は経営研究会を協会会

議室とWEB併用で開催した。「パワハラにならな

い職場づくりとコミュニケーション」と題して

院長向けに実施。講師は特定社会保険労務士・

盛田寛昭氏が務め、全国よりオンラインで80名

（うち、医師35名・歯科医師36名）が参加した。

　パワハラは、①優越的な関係を背景とした言

動で、②業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより、③労働

者の就業環境が害されること―の3要素を全て満たすと総合的に判

断されるもので、事業主は指針の策定・周知や相談体制の整備等

の対策を講じる必要がある。

　盛田氏は「職場内の人間関係の質を高めることが予防に繋がる」

とし、定期的な研修の実施や、事業主自らの挨拶などを具体例に

挙げ、「迷ったら院長一人で抱え込まず信頼のおける第三者に相談

を」と促した。さらに、「業務上必要な指導はパワハラではない。

冷静に、双方向のコミュニケーションで、自信をもってスタッフ

に指導いただきたい」と

した（会員ページにてオン

デマンド配信中）。

経営研究会経営研究会

パワハラ対策のカギはパワハラ対策のカギは
冷静な双方向の冷静な双方向のコミュニケーションコミュニケーション

活動報告活動報告quick reports

講師の盛田氏

　

私
は
、
晴
れ
た
夜
に
小
さ
な

双
眼
鏡
を
持
っ
て
星
散
歩
に
出

か
け
ま
す
。
み
な
と
み
ら
い
地

区
の
明
る
い
夜
空
で
も
夜
半
過

ぎ
に
な
る
と
双
眼
鏡
の
視
野
に

細
か
い
宝
石
の
よ
う
な
星
の
光

が
た
く
さ
ん
飛
び
込
ん
で
き
ま

す
。
星
散
歩
は
私
に
と
っ
て
、

時
を
越
え
た
宇
宙
と
出
会
え
る

束
の
間
の
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
で

も
あ
る
の
で
す
。
夜
空
に
輝
く

星
々
の
光
は
、
想
像
を
絶
す
る

遠
い
世
界
か
ら
長
い
時
を
越
え

て
地
球
に
や
っ
て
く
る
〝
過
去

の
光
〟
た
ち
で
す
。

　

冬
の
夜
空
の
代
表
的
な
星
座

で
あ
る
オ
リ
オ
ン
座
を
形
作
る

星
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
距
離
の

異
な
る
〝
過
去
の
星
の
光
〟
が

並
ん
で
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
星
ま
で
の
距
離
は
…
左
上

の
１
等
星

ベ
テ
ル
ギ
ウ

ス
ま
で
は
５
５
０
光
年
、

右
下
の
１
等
星

リ
ゲ
ル

ま
で
は
８
６
０
光
年
、

真
ん
中
の
三
ツ
星
た
ち

は
、
右
か
ら
、
６
９
０

光
年
、
１
９
８
０
光
年
、

７
４
０
光
年
―
と
バ
ラ

バ
ラ
で
す
。
地
球
か
ら

見
る
と
均
整
の
整
っ
た

オ
リ
オ
ン
座
も
、
宇
宙

空
間
の
別
方
向
か
ら
見

る
と
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
な

の
で
す
。

　

宇
宙
の
距
離
を
表
す
「
光
年
」

と
い
う
単
位
は
、
光
の
速
さ
（
秒

速
約
３０
万
キ
ロ
）
で
１
年
間
進

む
距
離
で
、
約
９
・
５
兆
キ
ロ

と
い
う
地
球
上
で
は
イ
メ
ー
ジ

で
き
な
い
距
離
で
す
。

　

日
頃
、
人
間
の
ス
ケ
ー
ル
で

生
活
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ

て
、
「
光
年
」
と
い
う
単
位
は

別
世
界
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
頭
上

に
は
宇
宙
と
い
う
空
間
が
広
が

っ
て
い
て
、
私
た
ち
と
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
す
。
宇
宙
か
ら

時
間
差
で
や
っ
て
く
る
、
無
限

の
過
去
の
光
を
同
時
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
天
空
と
い
う
不
思

議
な
ス
ク
リ
ー
ン
を
散
歩
す
る

こ
と
は
、
宇
宙
に
生
ま
れ
た
人

間
に
と
っ
て
、
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
か
と
、
私
は
思
う
の
で

す
。

よ
」
と
言
わ
れ
、
普
通
に
翌
週
診

察
を
し
た
ら
〝
中
村
教
授
の
代

診
小
柳
医
師
〟と
書
い
て
あ
り
、

驚
い
た
こ
と
も
思
い
出
で
す
。

医
局
の
先
生
か
ら
「
教
授
の
外

来
っ
て
ど
う
い
う
人
が
来
る

の
？
」
と
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

内
視
鏡
の
読
影
は
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
早
期
胃
癌
や
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層

剥
離
術
）
に
よ
る
内
視
鏡
治
療

の
適
応
症
例
を
見
つ
け
る
こ
と

に
役
に
立
ち
診
断
根
拠
の
裏
付

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り

evidence

を
求
め
る
診
療
の
大

事
さ
を
痛
感
し
た
経
験
は
、
物

事
を
論
理
的
に
考
え
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

～第 106 弾～～第 111 弾～

内視鏡医をしながら
胃炎と胃潰瘍の病態生理に
関わる基礎研究をして

大和市　小柳　光仁
　

私
は
北
里
大
学
病
院
で
研
修

を
終
え
、
平
塚
共
済
病
院
消
化

器
内
科
に
出
向
し
、
本
来
は
母

校
の
大
学
病
院
に
戻
る
は
ず
で

し
た
。
し
か
し
「
臨
床
の
側
か

ら
の
基
礎
研
究
を
し
て
消
化
器

病
を
深
め
た
い
」
と
、
他
大
学

の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
平
成
７

年
、
帝
京
大
学
第
三
内
科
消
化

器
内
科
に
入
局
し
大
学
院
博
士

過
程
で
研
究
を
し
ま
し
た
。
帝

京
大
学
は
、
千
葉
大
学
第
二
外

科
（
中
山
外
科
）
出
身
の
中
山

恒
明
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
で
あ

る
病
理
学
の
長
尾
孝
一
教
授
か

ら
主
任
教
授
の
中
村
孝
司
先
生

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
尾
先
生
か
ら
「
私
は
千
葉

大
で
中
村
先
生
は
東
大
だ
け
ど

私
の
開
成
高
校
の
後
輩
だ
。
内

視
鏡
を
極
め
る
な
ら
一
流
の
師

匠
に
つ
い
た
ほ
う
が
い
い
ぜ
。

こ
の
人
の
流
儀
を
学
ぶ
と
良

い
。
俺
が
紹
介
し
て
や
る
」
と
言

わ
れ
、
当
時
、
日
本
消
化
器
内
視

鏡
学
会
誌
の
編
集
委
員
長
で
あ

る
中
村
教
授
の
門
を
叩
き
ま
し

た
。
教
授
は
非
常
に
臨
床
を
大

事
に
し
、
か
つevidence

を
求

め
る
先
生
で
し
た
の
で
内
視
鏡

を
行
い
な
が
ら
診
断
の
根
拠
も

大
事
に
す
る
診
療
に
努
め
、
そ

れ
に
よ
り
消
化
器
病
を
深
め
よ

う
と
過
ご
し
た
事
が
大
変
有
意

義
で
振
り
返
る
と
幸
せ
な
日
々

で
し
た
。

　

実
は
私
は
「
動
物
実
験
で
の

殺
生
だ
け
は
嫌
だ
」
と
入
局
時

に
希
望
し
ま
し
た
。
教
授
に
は

驚
か
れ
、
最
終
的
に
は
ヒ
ュ
ー

マ
ン
で
実
験
を
、
と
な
り
、
胃

癌
患
者
の
切
除
胃
の
健
常
部
の

胃
粘
膜
を
遠
心
分
離
し
て
必
要

な
層
の
単
離
細
胞
を
、
例
え
ば

壁
細
胞
を
単
離
し
た
り
、
酸
分

泌
に
関
係
す
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
含

有
細
胞
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
Ｌ
細
胞
を

単
離
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
胃
炎
や
ア
レ
ル
ギ
ー

に
関
係
す
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
含
有

細
胞
で
あ
る
ヒ
ト
胃
粘
膜
の
肥

満
細
胞
を
単
離
し
、
分
泌
実
験

も
し
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
、

N
ew

O
rleans

開
催
の
米
国
消

化
器
病
学
会
（
Ａ
Ｇ
Ａ
）
で
ヒ
ト

胃
粘
膜
肥
満
細
胞
に
お
け
る
ヘ

リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
と
Ｉ
Ｌ

‐
８
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
遊
離
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
発
表
し
、

こ
の
内
容
が
学
位
論
文
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
外
科
の
教
授
が

患
者
同
意
と
倫
理
委
員
会
を
通

し
て
い
た
だ
き
、
可
能
で
し
た
。

　

赴
任
し
て
１
カ
月
未
満
の
時

に
「
来
週
教
授
が
学
会
で
不
在

だ
か
ら
先
生
が
人
質
外
来
だ

横
浜
市
南
区
　
洞
澤　

繁

小
田
原
市
　
三
宅　

正
純

星
散
歩
の
ス
ス
メ

地
球
の
限
界

よ
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
で

き
る
は
ず
だ
。
地
球
温
暖
化
対

策
の
国
際
的
な
枠
組
み
の
「
パ

リ
協
定
」
を
離
脱
す
る
と
い
う

大
統
領
令
に
署
名
し
た
米
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
を
無
視
し
、
行
動

を
起
こ
す
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

地球環境の限界を

示す「プラネタリ

ーバウンダリー」

が注目されている

理由：社会イノベ

ーション：日立

https://www.hitachi.

com/ja-jp/insights/

articles/planetary-

boundaries/

医療危機、医療機関を守れ！緊急決起集会を開催します（詳細8面）

新聞投稿新聞投稿
募集中！募集中！

会員からの投稿を会員からの投稿を

募集しています！募集しています！

文字数は800字程度。文字数は800字程度。

詳細は新聞部まで詳細は新聞部まで

（（ ℡  ℡ 045‐313‐2111）。045‐313‐2111）。

10/12（
日）

16：00～
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歯
科
臨
床
研
究
会
に
参
加
者
多
数

参加者多数

TOP5
　この1年間、好評だった協会研究会ベスト5を参加人数順に紹介する※1。なお、協会の研究会は“いま気になるテーマ”を高名

な講師から聞けて、原則無料。そしてZoomを用いたWEB併用開催も多く、アーカイブ配信※2を観ることもできる。協会行事予

定は保険医新聞（8面）や協会ホームページよりご確認いただきたい。
※1　2024年6月～25年5月までの間で、「歯科医療安全対策講習会」・「歯科特別研究会」は除く　※2　QRコードから、協会HPにて配信中の動画を視聴可能。

歯科 歯科 施設基準研修施設基準研修
医科医科 日医生涯教育講座日医生涯教育講座

　歯科では施設基準研修（初診料注1、口腔管理体制強化加算、歯　歯科では施設基準研修（初診料注1、口腔管理体制強化加算、歯

科外来診療医療安全対策加算、歯科外来診療感染対策加算など）に科外来診療医療安全対策加算、歯科外来診療感染対策加算など）に

対応した研究会を定期開催。医科においても、月例研究会や臨床懇対応した研究会を定期開催。医科においても、月例研究会や臨床懇

話会など日医生涯教育講座の単位を取得できるものもある。話会など日医生涯教育講座の単位を取得できるものもある。

▽ 歯科特別研究会「在宅療養支援歯科診療所（歯援診）・口腔管理体▽ 歯科特別研究会「在宅療養支援歯科診療所（歯援診）・口腔管理体
制強化加算（口管強）施設基準研修会」制強化加算（口管強）施設基準研修会」 など など

▽ 月例研究会「高TG血症合併MASLD/MASH診断・治療における最新▽ 月例研究会「高TG血症合併MASLD/MASH診断・治療における最新
知見～脂肪肝で命を取られないために～」知見～脂肪肝で命を取られないために～」

　…日医生涯教育講座CC：「75（脂質異常症）」1.5単位　…日医生涯教育講座CC：「75（脂質異常症）」1.5単位
▽ 地域医療学習会「若年者の市販薬、およびカフェイン乱用の理解と▽ 地域医療学習会「若年者の市販薬、およびカフェイン乱用の理解と
対応」対応」

　…日医生涯教育講座CC：「17（急性中毒）」1単位 など　…日医生涯教育講座CC：「17（急性中毒）」1単位 など

参加者が300名近い人気回も参加者が300名近い人気回も

従来は現地参加のみで定員20名程
度だったが、今回はWEB配信限
定とし定員を設けず、多くの会員
やスタッフにご参加いただいた。
電話対応や敬語等の基本動作だけ
でなく、患者からのクレームへの
対応方法等も盛り込まれている。

【講師】

大正製薬㈱医療情報担当者（MR）

接遇力セミナー

接遇力セミナー 187名接遇力セミナー 187名

診療報酬改定で新設された技術
は需要が高く、「日々進歩する
接着技術について知識をアップ
デートできた」との声があった。

【講師】

坪田デンタルクリニック院長／

東京歯科保険医協会会長（当

時）・坪田 有史氏

CAD／CAM冠・インレー、
　　エンドクラウンの臨床

歯科臨床研究会 185名歯科臨床研究会 185名

参加者からは「きれいな図解で、
内容が濃かった」との声が多く
寄せられた。ホームページにて
配信中のため、何度でも講演を

聴くことができる。

【講師】

神奈川歯科大学附属

横浜クリニック 特

任教授・田村 利之氏

保険診療における

基本的な歯周外科手術から
   再生療法、歯周形成手術まで

歯科臨床研究会 171名歯科臨床研究会 171名

日常診療の中に潜む薬剤リスクの
回避は重要であり、「会員に広く
聞いてほしい」との考えから、参
加しやすい土曜日・夕方開催の臨
床懇話会のテーマとした。

【講師】

一般社団法人 妊娠

と薬情報研究会理事

長・村島 温子氏 

（医科）（医科）臨床懇話会 169名臨床懇話会 169名
妊娠・授乳中の

女性の診療における
    　薬剤使用の注意点

過去のアンケート結果に応えたテーマ設定で、参加者からは「資料がわ
かりやすく、普段見られない小児の口腔について学べた」と好評だった。
歯科臨床研究会は原則、毎月第一木曜日19時に開催。会員の歯科医師の
みならず医療機関スタッフ、そして医科会員も参加できる。1位の研究
会アンケートでは、実際に「外来で口をぽかんと開けてい
る子が多く、気になっていた（小児科）」との声もいただ
いている。協会HPにて配信中（右記QRコードから視聴可能）。

【講師】千葉歯科医院 院長・浜野 美幸氏

　　小児の口腔機能管理
　　－口腔機能発達不全症の対応－

　　小児の口腔機能管理
　　

歯科臨床研究会 215名歯科臨床研究会 215名

☆ 会員ホームページでは、アーカイブ配信中の動画の視聴回数が多い研究会

を紹介している。こちらも是非チェックしていただきたい（右記QRコード）。

協会Ｈ
ホ ー ム ペ ー ジ

Ｐで研究会配信中
〇 経営研究会「医療DX・税務DXの下での税務調査～調査のAI選定化にふれて～」

〇 歯科臨床研究会「歯科医院における画像診断と最近のトピック」

〇 臨床懇話会「在宅医療が推進される理由と最近の在宅緩和医療について」

〇 JOY会研究会「性の健康を守るフェムシップドクターについて」

〇 経営研究会「安全・安心なクリニック運営のための防犯対策」

〇 理事懇談会 講演動画

　「命かオカネ？命とオカネ？―費用対効果評価と価値評価―」

〇 月例研究会「腎機能の見方が変われば未来が変わる！

　　　　　　　　　　～Long term eGFR plot （LTEP） をすべての診察室へ～」

〇 横浜支部講演会「コツをつかんで頭痛患者さんを救おう！」　　　　　　ほか　　
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生
習
（
Ⅱ
）
、（
Ⅰ
）
か
ら
移
行
で

な
ぜ
査
定
？

医
科
・
査
定
、
返
戻
相
談
事
例  

総
集
編

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の
医
療
機
関
よ
り
県
支
払
基
金
や
県
国
保
連
合

会
か
ら
の
査
定
（
減
点
）・
返
戻
内
容
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
中
で
代
表
的
な
も
の
を
以
下
に
ま
と
め
た
。

ご
確
認
い
た
だ
き
、
今
後
の
請
求
の
ご
参
考
と
さ
れ
た
い
。
な
お
、
納
得
で

き
な
い
査
定
内
容
に
つ
い
て
は
、積
極
的
に
再
審
査
請
求
を
お
願
い
し
た
い
。

〈
初
・
再
診
料
〉

（
Ｑ
）
健
診
に
て
異
常
が
見
受

け
ら
れ
た
た
め
保
険
診
療
に
移

行
し
、
初
診
と
し
て
精
密
検
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
再
診
料

を
算
定
す
べ
き
で
事
例
で
は
な

い
か
」
と
査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
当
該
事
例
で
は
再
診
料

を
算
定
す
る
。
自
他
覚
的
症
状

が
な
く
健
康
診
断
を
目
的
と
す

る
受
診
に
よ
り
疾
患
が
発
見
さ

れ
た
患
者
に
つ
い
て
、
当
該
医

師
が
特
に
治
療
の
必
要
性
を
認

め
治
療
を
開
始
し
た
場
合
に

は
、
初
診
料
は
算
定
で
き
な
い
。

（
Ｑ
）
患
者
の
家
族
が
代
理
で

受
診
し
た
際
に
外
来
管
理
加
算

を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
査
定
さ

れ
た
。

（
Ａ
）
や
む
を
得
な
い
事
情
で

看
護
に
当
た
っ
て
い
る
者
か
ら

症
状
を
聞
い
た
場
合
に
お
い
て

も
再
診
料
は
算
定
で
き
る
が
、

外
来
管
理
加
算
は
算
定
で
き
な

い
。

〈
医
学
管
理
〉

（
Ｑ
）
小
児
科
外
来
診
療
料
を

算
定
し
た
と
こ
ろ
、
他
院
で
在

宅
療
養
指
導
管
理
料
を
算
定
し

て
い
る
と
返
戻
が
あ
っ
た
。

の
入
力
が
必
要
と
な
る
。

（
Ｑ
）
２
０
２
４
年
６
月
よ
り

生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）
を

算
定
し
、
同
年
１１
月
ま
で
当
該

管
理
料
（
Ⅰ
）
を
算
定
し
て
い
た

患
者
に
対
し
て
２
０
２
５
年
１

月
に
当
該
管
理
料
（
Ⅱ
）
を
算
定

し
た
と
こ
ろ
、
返
戻
と
な
っ
た
。

（
Ａ
）
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）

を
算
定
し
た
日
の
属
す
る
月
か

ら
起
算
し
て
６
月
以
内
の
期
間

に
お
い
て
は
、
当
該
管
理
料

（
Ⅱ
）
は
算
定
で
き
な
い
。
生

活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）
か
ら

（
Ⅱ
）
に
移
行
す
る
場
合
は
、

当
該
管
理
料
（
Ⅰ
）
を
算
定
し

な
い
期
間
を
５
カ
月
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
は

要
確
認

〈
検
査
〉

（
Ｑ
）
胃
が
ん
疑
い
で
Ｃ
Ｅ
Ａ
、

Ｃ
Ａ
１９
‐
９
、
生
化
学
的
検
査

（
Ⅱ
）
判
断
料
を
算
定
し
た
と

こ
ろ
、
Ｃ
項
※

査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
は
、

診
療
や
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
以
外
の

検
査
の
結
果
か
ら
悪
性
腫
瘍
の

患
者
で
あ
る
こ
と
が
強
く
疑
わ

れ
る
も
の
に
対
し
て
、
腫
瘍
マ

ー
カ
ー
の
検
査
を
行
っ
た
場
合

に
悪
性
腫
瘍
の
診
断
の
確
定
又

は
転
帰
の
決
定
ま
で
の
間
に
１

回
に
限
り
算
定
す
る
。
今
回
は

事
前
の
画
像
診
断
等
の
実
施
が

な
く
、
強
く
疑
う
理
由
が
乏
し

い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
に
査
定

さ
れ
た
と
考
え
る
。

（
Ｑ
）
胃
が
ん
の
確
定
病
名
が

あ
る
患
者
に
対
し
て
Ｃ
Ｅ
Ａ
を

算
定
し
た
と
こ
ろ
、
査
定
さ
れ

た
。

（
Ａ
）
悪
性
腫
瘍
の
確
定
病
名

ら
し
、
医
学
的
に
保
険
診
療
上

過
剰
・
重
複
と
な
る
も
の

Ｃ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
Ａ
・
Ｂ
以
外
で
委
託
的

に
保
険
診
療
上
適
当
で
な
い
も

のＤ

：

告
示
・
通
知
の
算
定
要

件
に
合
致
し
て
い
な
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の

が
あ
る
患
者
は
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

で
は
な
く
、
悪
性
腫
瘍
特
異
物

質
治
療
管
理
料
で
算
定
す
る
。

（
Ｑ
）
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
‐
Ｃ
ｏ
Ｖ
‐

２
抗
原
定
性
検
査
を
行
い
、
外

来
迅
速
検
体
検
査
加
算
を
算
定

し
た
と
こ
ろ
、
査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
‐
Ｃ
ｏ
Ｖ
‐

２
抗
原
定
性
検
査
は
外
来
迅
速

検
体
検
査
加
算
の
対
象
検
査
で

は
な
い
。
加
算
対
象
検
査
に
つ

い
て
は
『
保
険
診
療
便
覧
（
２

０
２
４
年
６
月
１
日
改
訂
）
』

４
５
６
頁
の「
別
表
第
９
の
２
」

を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
Ｑ
）
同
日
に
同
一
医
療
機
関

の
内
科
と
整
形
外
科
に
か
か
っ

た
患
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
部

位
に
対
し
超
音
波
検
査
の
断
層

撮
影
法
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
１

回
分
が
Ｂ
項
※

査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
同
時
に
同
じ
撮
影
法
の

超
音
波
検
査
を
行
っ
た
場
合
、

主
た
る
も
の
の
み
を
算
定
す

る
。
ま
た
、審
査
の
際
に
は「
診

療
科
」
の
単
位
で
は
な
く
、「
医

療
機
関
」
単
位
で
扱
わ
れ
、
１

回
分
に
査
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。

（
Ｑ
）
腎
不
全
病
名
の
確
定
患

者
に
、ア
ル
ブ
ミ
ン
定
量
（
尿
）

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｄ
項
※

査

定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
ア
ル
ブ
ミ
ン
定
量
（
尿
）

は
糖
尿
病
又
は
糖
尿
病
性
早
期

腎
症
患
者
で
あ
っ
て
、
微
量
ア

ル
ブ
ミ
ン
尿
を
疑
う
も
の
（
糖

尿
病
性
腎
症
第
１
期
又
は
第
２

期
の
も
の
に
限
る
）
に
対
し
て

行
っ
た
場
合
に
、
３
月
に
１
回

算
定
で
き
る
。
腎
不
全
確
定
病

名
で
行
っ
た
た
め
査
定
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

※
査
定
事
由
Ｂ
、Ｃ
、Ｄ
概
要

Ｂ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

（
Ａ
）
在
宅
療
養
指
導
管
理
料

を
算
定
し
て
い
る
患
者
（
他
の

医
療
機
関
で
算
定
し
て
い
る
患

者
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
小

児
科
外
来
診
療
料
の
算
定
対
象

と
は
な
ら
な
い
た
め
、
出
来
高

算
定
に
訂
正
し
、
再
請
求
を
行

う
。
ま
た
、
出
来
高
で
算
定
す

る
際
に
は
摘
要
欄
に
レ
セ
プ
ト

電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
用
コ
ー
ド

再審査請求のススメ

　算定要件を満たしているのに査定された場合等、納得できない査

定内容については、積極的な再審査請求をお勧めしています。協会

には、毎月医療機関から多くの査定相談が寄せられています。査定

理由が分からずに査定された場合は、ぜひ協会にご相談ください（℡

045‐313‐2111）。再審査請求のポイントは、できる限り早期に対応

することです（6カ月以内に申し出るよう示されています）。実際の

査定事例を把握し、再審査請求に臨みましょう。

※ 再審査に必要な様式は、Yahoo!やGoogleなどの検索エンジンで「神奈川 

国保（社保） 再審査請求書」と検索していただくか、下記サイトからダウン

ロード可能です（国保：神奈川県国民健康保険団体連合会HP「提出書類の

ダウンロード→再審査申出書」。社保：社会保険診療報酬支払基金HP「様

式集→医療機関・薬局・訪問看護ステーションの方→再審査等請求書」）。

期限切れ保険証期限切れ保険証

国保／後期高齢者医療は取扱い可
　厚生省は6月27日、「健康保険証の有効期限切れに伴う暫定的な取扱いに関

する疑義解釈資料の送付について」及び「後期高齢者に係る資格確認書の暫定

運用におけるマイナ保険証等の取扱いについて」を発出。国保・後期高齢につ

いて有効期限の切れた保険証や「資格確認のお知らせ」のみを持つ患者が来院

した際に、オンライン資格確認等により、資格情報の確認ができた場合には、

3割等通常の自己負担で診療し、保険請求が可能なことを示した。 8月1日から

順次、国保や後期高齢者保険にて、保険証の有効期限が切れることに伴い、窓

口の混乱が予測されるための取扱いである。この取扱いは、2026年3月31日

までの暫定的な取扱いとなる。

　　　　　

　その他、詳細に関しては協会ホームページ「いい医療ドットコ

ム」をご確認いただきたい（右記QRコード）。

医DX加算医DX加算

10月1日より利用率実績引き上げ、
電カル施設基準の経過措置延長

マイナ保険証利用率　マイナ保険証利用率　（注）利用率は通知で規定（注）利用率は通知で規定

適用時期 2025年4～9月 2025年10月
　～2026年2月 2026年3月～

利用率実績 2025年1月～ 2025年7月～ 2025年12月～

加算 1・4 45％ 60％ 70％

加算 2・5 30％ 40％ 50％

加算 3・6 　15％※1 　25％※2 　35％※2

〈表〉マイナ保険証利用率の実績値の変更

※1 　 小児科外来診療料を算定している医療機関で、2024年1月1日～同年12月31日

までの延べ外来患者数のうち6歳未満の患者が3割以上の場合は12％。

※2 　 ※1の条件を満たす医療機関においては、2025年10月1日から2026年2月28日ま

での間に限り、「25％」とあるのは「22％」、2026年3月1日以降は、「30％」と

あるのは「27％」とする。

適用時期の3
月前からさ
らに前月又
は前々月の
数値を用い
てもよい

　厚労省は8月7日、「『基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取

扱いについて』及び『特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取

扱いについて』の一部改正について（医療 DX 推進体制整備加算等の取扱い関係）」

を発出。医療DX推進体制整備加算（以下「医DX」）の施設基準であるマイナ保険

証利用率の実績の引き上げと、9月末までの経過措置となっていた電子カルテ情報

共有サービスの活用に関する施設基準の、経過措置期間が2026年5月31日まで延

長されることが示された。算定要件や算定点数に変更はない。

また、引き上げ後のマイナ保険証利用率の実績は、2026年2月28日までの適用

であり、2026年3月1日よりマイナ保険証利用率の実績が再度引き上げられること

も示された。詳細は下表のとおりである。

　今回の施設基準の変更による届出の出し直しは不要である。

　同通知にて、在宅医療DX情報活用加算も、電子カルテ共有サービスの活用

に関する施設基準の経過措置が9月末から、2026年5月末まで延長されること

が示された。

　医DXと同じく、算定要件や算定点数に変更はなく、施設基準の変更による

届出の出し直しも不要である。

在宅医療DX情報活用加算在宅医療DX情報活用加算

電子カルテ経過措置 延長へ

　医科会員向　医科会員向

けに、新規及けに、新規及

び通常個別指び通常個別指

導共通の個別導共通の個別

指導対策の動指導対策の動

画を作成しま画を作成しま

した。動画は協会ホームページより視聴可能で、した。動画は協会ホームページより視聴可能で、

3章に分かれています。これから個別指導を受3章に分かれています。これから個別指導を受

けられる医療機関は、ぜひご視聴ください（期けられる医療機関は、ぜひご視聴ください（期

間限定で第1章のみ、未入会者も含めて公開）。間限定で第1章のみ、未入会者も含めて公開）。

個別指導対の動画、配信中策

◇
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10月11日(土)午後2時～

市

民

公

開

学

習

会

　

２
０
１
１
年
３
月
か
ら
続
く
福
島
第
一
原
発
事
故
。
何

が
報
じ
ら
れ
、
何
が
報
じ
ら
れ
な
い
の
か
。
東
京
電
力
の

会
見
を
見
続
け
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
見
に
乗
り

込
み
、
福
島
に
行
き
、
被
災
者
や
作
業
員
に
話
を
聞
き
、

各
省
庁
や
学
会
に
取
材
し
…
い
つ
の
ま
に
か
１４
年
経
ち
、

ど
の
記
者
よ
り
も
東
電
会
見
に
参
加
し
て
い
る
芸
人
・
記

者
で
あ
る
お
し
ど
り
か
ら
の
取
材
報
告
。
原
発
事
故
だ
け

で
な
く
、
問
題
に
対
し
て
ど
う
情
報
を
調
べ
る
の
か
、
そ

し
て
ど
う
動
く
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
福
島
第
一
原
発
事
故『
東

電
記
者
会
見
』
に
１
５
０

０
回
以
上
通
う
寄
席
芸
人

の
取
材
報
告

―
ハ
ミ
ガ
キ
す
る
よ
う
に

社
会
の
こ
と
を
考
え
よ
う
―
」

講
　
師
　
芸
人
／
記
者

（
お
し
ど
り
）
マ
コ
氏
・
ケ
ン
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
お
申
込
み
締
切

：

１０
月
９
日
（
木
）

お
申
込
み
　
公
害
環
境
対
策
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

10月8日　
～10月17日

１０
月
８
日
（
水
）

学
術
部
会
１９
時
３０
分
。
歯
科

研
究
部
会
１９
時
３０
分
。

１０
月
９
日
（
木
）

医
院
会
計
基
礎
講
座
１４
時
。

第
６
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

１０
月
１０
日
（
金
）

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

１９
時
。
新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。

１０
月
１１
日
（
土
）

市
民
公
開
学
習
会
１４
時
。
医

療
事
務
講
習
会
１４
時
３０
分
。

臨
床
懇
話
会
１８
時
。

１０
月
１２
日
（
日
）

横
浜
支
部
・
天
体
観
望
会
１９

時
。

１０
月
１４
日
（
火
）

静
岡
県
と
の
懇
談
１６
時
。
公

害
環
境
対
策
部
会
１９
時
。
地

域
医
療
学
習
会
１９
時
３０
分
。

研
究
部
会
１９
時
３０
分
。

１０
月
１５
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
新
聞

編
集
会
議
１９
時
。
医
療
運
動

部
会
１９
時
３０
分
。

１０
月
１６
日
（
木
）

医
院
会
計
基
礎
講
座
１４
時
。

医
療
事
務
講
習
会
１４
時
３０

分
。
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

会
１９
時
。
月
例
研
究
会
１９
時

３０
分
。

１０
月
１７
日
（
金
）

医
療
問
題
研
究
会
１９
時
３０
分
。

10月12日(日)午後4時～ 10月11日(土)午後6時～

医
療
危
機
、
医
療
機
関
を
守
れ
！

緊

急

決

起

集

会

と
こ
ろ
　
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
３
Ｆ

「
コ
ス
モ
ス
」（
永
田
町
駅
よ
り
徒
歩
３
分
）・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
経
営
危
機
打
開
の
た
め
、

次
期
診
療
報
酬
の
大
幅
引

き
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
！
」

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
事
前
に
医
療
運
動
部
会
ま
で
お
電
話
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い

定
　
員
　
現
地

：

１
５
０
名
程
度

　
　

   

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

：YouTube Live

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）】

  

１６
時

：

開
会
・
主
催
者
挨
拶
／

１６
時
５
分

：

国
会
議
員
か
ら
の

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
ご
挨
拶
／

 •

１６
時
３０
分

：

各
団
体
か
ら
の
現
状
報
告
・
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
／
１７
時

：

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
医
療
機
関
経
営
実
態

調
査
報
告
／
１７
時
２０
分

：

フ
ロ
ア
発
言
（
医
師
・
歯

科
医
師
か
ら
）／
１７
時
５０
分

：

集
会
決
議
の
提
案
／
１７

時
５５
分

：

閉
会
挨
拶
／
１８
時

：

終
了

お
申
込
み
　
医
療
運
動
部
会

臨

床

懇

話

会

（
第
１７
回
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
読
影
会
）

　

ご
多
忙
な
時
期
と
思
い
ま
す
が
、
毎
年
恒
例
の
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
読
影
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
①
胸
部
単

純
Ｘ
線
写
真
の
基
本
読
影
、
②
胸
部
Ｘ
線
写
真
で
見
え
る

解
剖
像
、
③
胸
部
単
純
Ｘ
線
写
真
で
肺
が
ん
を
見
落
と
さ

な
い
コ
ツ
と
は
？
、
④
胸
部
単
純
Ｘ
線
写
真
と
Ｃ
Ｔ
画
像
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
と
の
関
係
、
⑤
教
訓
的
な
症
例
の
提
示
に
つ

い
て
講
演
予
定
で
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
肺
が
ん
を
見
落
と
さ
な
い

た
め
の
胸
部
写
真
読
影

―
デ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
写
真
や
Ｃ

Ｔ
を
使
っ
た
肺
の
診
断
―
」

講
　
師
　
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

山
田　

耕
三
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：
定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７（
医
療
の
質
と
安
全
）」

１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

10月16日(木)午後7時30分～ 10月14日(火)午後7時30分～

第
６３８

回

月

例

研

究

会

　

２
０
２
４
年
に
「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め

の
認
知
症
基
本
法
」
（
認
知
症
基
本
法
）
が
施
行
さ
れ
、

共
生
と
認
知
症
予
防
が
二
本
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

認
知
症
で
最
も
頻
度
の
高
い
疾
患
で
あ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
に
お
け
る
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
と
治
療
に
関
し

て
概
説
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
診
療

Ｕ
Ｐ

Ｔ
Ｏ

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」

講
　
師
　
え
び
な
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

岩
田　

智
則
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
２９（
認
知
能
の
障
害
）」

１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

共
　
催
　
大
塚
製
薬
株
式
会
社
／
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

お
申
込
み
　
研
究
部

地

域

医

療

学

習

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
介
護
崩
壊

―
こ
れ
以
上
の
負
担
増
・
サ
ー

ビ
ス
縮
小
は
許
さ
れ
な
い
―
」

講
　
師
　
神
奈
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
　
　
事
務
局
長

根
本　

隆
氏

　
　
　
　
有
限
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表

　
　
　
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

工
藤

秀
雄
氏

参
加
対
象

医
師
、
歯
科
医
師
、
介
護
職
等
（
医
療
機
関
ス

タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
　
　
　
も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
１０（
チ
ー
ム
医
療
）」１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
地
域
医
療
対
策
部

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。参
加
費
を
い
た
だ
く

研
究
会
は
、電
話
で
お
申
込
み
の
上
、郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、②
医
療
機
関
の
ご
連
絡
先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く
か
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）
の
単
位
取
得

を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③（
医
師
会
会
員
の
場
合
は
）
所

属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。
未
入
力
・
入
力

間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場

合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
み
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

10月22日(水)午後7時30分～ 10月17日(金)午後7時30分～

第
５７
回
神
奈
川
糖
尿
病

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
糖
尿
病
治
療
薬
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
と
薬
剤
選
択
の
視
点

―
進
行
し
た
Ｄ
Ｋ
Ｄ
患
者
に
お

け
る
血
糖
管
理
の
注
意
点
―
」

講
　
師
　
東
海
大
学
医
学
部

内
科
学
系

腎
内
分
泌
代
謝
内
科

　
　
　
　
教
授

豊
田　

雅
夫
氏

参
加
方
法
　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

　
　
　
　
　
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
神
奈
川
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
・

　
更
新
の
た
め
の
研
修
会（
２
単
位
）

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７６（
糖
尿
病
）」１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
左
記
《
重
要
》
参
照
）】

※
日
本
糖
尿
病
協
会

糖
尿
病
認
定
医
取
得
・
登
録
歯
科

医
の
た
め
の
講
習
会

※
今
研
究
会
で
は
、
次
の
単
位
は
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認

定
・
更
新
の
た
め
の
研
修
会
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
）
の
受
講
証

お
申
込
み
　
研
究
部

医

療

問

題

研

究

会

　

医
療
危
機
が
言
わ
れ
る
中
、
来
春
の
診
療
報
酬
改
定
や

高
額
療
養
費
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
等
の
行
方
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
医
療
政
策
の
動
向
へ
の

新
た
な
視
座
と
第
一
線
医
療
へ
の
羅
針
盤
と
な
る
内
容
を

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
今
後
の
医
療
と
医
療
政

策
を
俯
瞰
的
に
考
え
る
」

講
　
師
　
日
本
福
祉
大
学

名
誉
教
授

二
木　

立
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
政
策
部
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入会・お問合せ  TEL 045-313-2111

㊤「みんなの料理教室」の様子。保険医新聞にレシピを

掲載。㊦	医療・健康フェスティバルで市民と対話

◇◇◇◇入会のお誘い入会のお誘い◇◇◇◇

　 神奈川県保険医協会は、医師・　 神奈川県保険医協会は、医師・

歯科医師の診療と生活を守り、歯科医師の診療と生活を守り、

安心して地域医療に専念できる安心して地域医療に専念できる

環境づくりを目的に活動しており環境づくりを目的に活動しており

ます。 新規指定医講習会の充実、 診療報酬や保険ます。 新規指定医講習会の充実、 診療報酬や保険

制度の改善要望、 税務 ・ 経営相談、 学習会や研究制度の改善要望、 税務 ・ 経営相談、 学習会や研究

会の開催など、 幅広い取り組みを行っております。会の開催など、 幅広い取り組みを行っております。

　 医療を取り巻く環境はますます厳しさを増し、 日々の　 医療を取り巻く環境はますます厳しさを増し、 日々の

診療においても多くの課題に直面しており情報を共有し診療においても多くの課題に直面しており情報を共有し

合い、行政へ声を届けております。医科・歯科ともに研究合い、行政へ声を届けております。医科・歯科ともに研究

会を旺盛に開催しており、歯科においては口管強、歯科会を旺盛に開催しており、歯科においては口管強、歯科

外来診療医療安全対策加算、歯科外来診療感染対策外来診療医療安全対策加算、歯科外来診療感染対策

加算の講習会を年に数回、 無料開催しています。 日々加算の講習会を年に数回、 無料開催しています。 日々

の診療を支える実務的なサポートはもとより、 地域医療の診療を支える実務的なサポートはもとより、 地域医療

を守る大きな力となります。 未入会の先生方はこの機を守る大きな力となります。 未入会の先生方はこの機

会に、 ご入会をご検討いただければ幸いです。 まずは会に、 ご入会をご検討いただければ幸いです。 まずは

お気軽にお問合せください。 �（組織部部長 ・ 田所生利）お気軽にお問合せください。 �（組織部部長 ・ 田所生利）

㊤小机城跡へハイキング。希望者は懇親会で交流を

深めた。㊦クリスマスリース作成体験教室も好評

そ
の悩悩みみべべ

すす

てて
へへ

保保険険医医
協協会会

神奈川県保険医協会は、神奈川県内の

医師・歯科医師6,500名の団体です。保険医の

生活と権利を守り、国民医療の向上へ、多岐に

わたり活動しています。

研究会は様々なテーマで開催し、原則無料。

協会HPで動画も配信しています。

新規個別指導も個別相談（左上写真）や

新規指定医講習会（右上写真）で手厚くサポ

ート。過度に恐れる必要はありません。

共済制度は病気等に備える休業保障、積立制度の保

険医年金など、開業医のリスクに備えたものをご用意。

保険算定のご質問をはじめ、雇用の疑問や

患者トラブルの相談等もお電話で承ります。

保険医新聞とは、協会が発行する機関紙の

こと。月3回お届けします。厚労省の通知は主

に診療所に係る部分を抜粋し、FAXで迅速にお

届け。メールマガジンもご登録いただけます。

語り合うことも保険医協会の魅力の一つで

す。ひとつひとつの会議を大事に開催し、政策

改善の要請行動などにも取り組んでいます。ま

た、写真教室・料理教室・ハイキングなどの文

化活動を通じて会員同士の懇親を深めています。

開開業業医医 強強心心 いい
味
方

の

㊤NHKが当会副理事長を取材。健康保険証の期限切れの

混乱を伝えた。㊦財務省へ次期改定の大幅プラスを要望

、、
診療報酬改定診療報酬改定の解説や書籍がほしい ！ の解説や書籍がほしい ！   

万が一万が一ののリスクリスクに共済制度で備えたい ！に共済制度で備えたい ！

県内県内のの先生方先生方と料理・写真・ハイキング ！と料理・写真・ハイキング ！カルテカルテのの開示開示を求められたを求められた！ その可否と料金は？！ その可否と料金は？

新規個別指導新規個別指導の通知が届いた ！ の通知が届いた ！ 

様々様々なな研究会研究会へへ無料・コンパクトに参加したい ！無料・コンパクトに参加したい ！
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会員はどんな人？
神奈川県内の開業医師・歯科医師ら神奈川県内の開業医師・歯科医師ら

6,530名6,530名がが

会員です！会員です！（2025年9月30日現在）（2025年9月30日現在）

＊ 医科では県内の5割、歯科では4割の開業医が加入。＊ 医科では県内の5割、歯科では4割の開業医が加入。

どんな活動をしているの？
　神奈川県保険医協会は1963年の設立以来、　神奈川県保険医協会は1963年の設立以来、

「保険医の経営・権利を守り、国民医療を向上さ「保険医の経営・権利を守り、国民医療を向上さ

せる」ことを旗印に活動しています。せる」ことを旗印に活動しています。

　このため、国民の皆さんとも力を合わせ、社　このため、国民の皆さんとも力を合わせ、社

会保障拡充や医療制度改善を目指しています。会保障拡充や医療制度改善を目指しています。

どんな事業を利用できるの？
　会員の医療活動を支えるために、様々な事業を行っています。　会員の医療活動を支えるために、様々な事業を行っています。

　1）  診療報酬の算定や査定についてのご相談、診療報酬、医　1）  診療報酬の算定や査定についてのご相談、診療報酬、医

療制度改定など、保険診療に欠かせない情報をお知らせ療制度改定など、保険診療に欠かせない情報をお知らせ

します。電話でのお問合せにお答えするほか、説明会開します。電話でのお問合せにお答えするほか、説明会開

催、機関紙での解説、書籍の発行なども行います。催、機関紙での解説、書籍の発行なども行います。

　2）  良い医療を行うのに役立つ学術研究会を開催しています。　2）  良い医療を行うのに役立つ学術研究会を開催しています。

　3）  税金、雇用など医療経営について情報提供、また、相談　3）  税金、雇用など医療経営について情報提供、また、相談

にも応じています。にも応じています。

　4）  生活設計や医療を支えるため、共済制度を実施していま　4）  生活設計や医療を支えるため、共済制度を実施していま

す。保険医年金、グループ保険、医師賠償責任保険ほか。す。保険医年金、グループ保険、医師賠償責任保険ほか。

　5）  地域医療活動推進のため情報収集を行いお知らせします。　5）  地域医療活動推進のため情報収集を行いお知らせします。

　6）  医療制度改善のために要求をまとめ、政策立案をしてい　6）  医療制度改善のために要求をまとめ、政策立案をしてい

ます。ます。

　7）  文化、スポーツ行事も行っています。　7）  文化、スポーツ行事も行っています。

　8） 月に3回神奈川県保険医新聞を発行しています。　8） 月に3回神奈川県保険医新聞を発行しています。

会費はいくら？

月会費 6,000円月会費 6,000円

入会金 6,000円入会金 6,000円です。です。

多多くの事業は無料でご利用いただけます。くの事業は無料でご利用いただけます。

無料無料

（会費相殺）（会費相殺）

・電話相談・電話相談

　… 保険算定・査定・返戻から、患　… 保険算定・査定・返戻から、患

者トラブル、助成金制度にまつ者トラブル、助成金制度にまつ

わるご相談まで、広く承ります。わるご相談まで、広く承ります。

・個別指導に関するご相談・個別指導に関するご相談

・多くの研究会・講習会・多くの研究会・講習会

　… 月例研究会、歯科臨床研究会、　… 月例研究会、歯科臨床研究会、

臨床懇話会、経営研究会など臨床懇話会、経営研究会など

・ ・ 機関紙・メルマガ・FAXニュースの購読機関紙・メルマガ・FAXニュースの購読

有料有料

（別途費用が（別途費用が

必要なもの）必要なもの）

・共済制度の利用・共済制度の利用

・一部の研究会・講習会・一部の研究会・講習会

　…スタッフ向け講習会など　…スタッフ向け講習会など

保険医協会とは保険医協会とは
　未入会の先生方からよく寄せられるご質問　未入会の先生方からよく寄せられるご質問

を紹介します。を紹介します。

保険医協会と医師会・歯科医師会の関係は?
　保険医協会の会員の多くは、同時に医師会員、歯科医師会員でもあります。医師会・歯科医師会は、定款で医　保険医協会の会員の多くは、同時に医師会員、歯科医師会員でもあります。医師会・歯科医師会は、定款で医

道の高揚、医学の発達・普及、公衆衛生の向上を目的にあげています。また、 行政の認可を受けて設立され、行道の高揚、医学の発達・普及、公衆衛生の向上を目的にあげています。また、 行政の認可を受けて設立され、行

政の監督を受けた社団法人です。そのため、行政関連の公衆衛生業務を主な事業としています。政の監督を受けた社団法人です。そのため、行政関連の公衆衛生業務を主な事業としています。

　一方、保険医協会は、保険医の生活と権利を守ることと国民の健康と医療の向上を図ることを目的にした自主　一方、保険医協会は、保険医の生活と権利を守ることと国民の健康と医療の向上を図ることを目的にした自主

的な任意団体です。そのため、保険医の要望に基づいて自由に事業や活動を行うことができます。協会は医師会・的な任意団体です。そのため、保険医の要望に基づいて自由に事業や活動を行うことができます。協会は医師会・

歯科医師会との協力、協働を進めることを重視し、懇談なども行っています。歯科医師会との協力、協働を進めることを重視し、懇談なども行っています。

神奈川県保険医協会神奈川県保険医協会 ℡ 045‐313‐2111／ホームページ https://www.iiiryou.com/

〒221-0835  横浜市神奈川区鶴屋町2-23-2 TSプラザビルディング2階

ご入会のお申込み、お問合せは下記までご連絡ください。

【実施通知が届く前】　 　【実施通知が届く前】　 　新規指定医講習会で学ぶ新規指定医講習会で学ぶ

　　　　　　 　　 ＊  　　 ＊ 新規開業をされた先生を対象に、保険診療新規開業をされた先生を対象に、保険診療
の基本ルールの習熟や審査・指導対策を目の基本ルールの習熟や審査・指導対策を目
的とする講習会を開催しています。過去に的とする講習会を開催しています。過去に
は、より理解を深めるために4度参加したは、より理解を深めるために4度参加した
先生もいらっしゃるほど好評先生もいらっしゃるほど好評です。です。

【実施通知が届いたら】　  「事前提出物」の準備【実施通知が届いたら】　  「事前提出物」の準備

　　　 　 　＊ 実施通知が届いたら、保険医協会へご連絡　　　 　 　＊ 実施通知が届いたら、保険医協会へご連絡
ください。「何をどのように準備すればよいください。「何をどのように準備すればよい
のか」等について具体的にレクチャーのか」等について具体的にレクチャーします。します。

【書類準備ができたら】  　 個別指導相談【書類準備ができたら】  　 個別指導相談

　　　　　　 　　 ＊ 持参書類のアドバイスから当日の心構えま 　　 ＊ 持参書類のアドバイスから当日の心構えま
で、経験豊富な医師・歯科医師が懇切丁寧で、経験豊富な医師・歯科医師が懇切丁寧
に面談しまに面談します。す。

【当日】　　　　　　　　   個別指導【当日】　　　　　　　　   個別指導

　　　　　 ＊ ぜひリラックスして臨んでください。　　　　　 ＊ ぜひリラックスして臨んでください。

【結果通知がきたら】　　　 協会にご連絡を【結果通知がきたら】　　　 協会にご連絡を

　　　　 　 ＊ 個別指導の約1カ月後に、結果が文書で届　　　　 　 ＊ 個別指導の約1カ月後に、結果が文書で届
きます。結果を保険医協会まで教えていたきます。結果を保険医協会まで教えていた
だけましたら幸いだけましたら幸いです。です。

　＊ 医科会員向けに、新規及び通常個別指導共通の個別　＊ 医科会員向けに、新規及び通常個別指導共通の個別
指導対策の動画を作成しました。動画は協会ホーム指導対策の動画を作成しました。動画は協会ホーム
ページより視聴可能で、3章に分かれています。こページより視聴可能で、3章に分かれています。こ
れから個別指導を受けられる医療機関は、ぜひご視れから個別指導を受けられる医療機関は、ぜひご視
聴ください（聴ください（期間限定で期間限定で第1章のみ、未入会者も含第1章のみ、未入会者も含
めて公開）。めて公開）。

個別指導当日までの流れ個別指導当日までの流れ

　多くの新規開業医は新規個別指導を不安に　多くの新規開業医は新規個別指導を不安に

感じていることと思われます。感じていることと思われます。

　しかし、　しかし、

　・ 新規個別指導は開業後おおむね１年程度　・ 新規個別指導は開業後おおむね１年程度

で実施され、で実施され、対象はすべての保険医療機関対象はすべての保険医療機関。。

　・個別指導の実施通知は　・個別指導の実施通知は１カ月前に届く１カ月前に届く。。

　・ 持参するカルテは当該患者の直近の初診　・ 持参するカルテは当該患者の直近の初診

日からではなく、日からではなく、患者が初めて医療機関患者が初めて医療機関

に来院した日からに来院した日から。。

　…といった具体的内容はご存知でしょう　…といった具体的内容はご存知でしょう

か。神奈川県保険医協会は「新規指定医講習か。神奈川県保険医協会は「新規指定医講習

会」と「個別指導相談」を通じて、これらの会」と「個別指導相談」を通じて、これらの

不安を解消します。不安を解消します。

　「新規指定医講習会」は当協会の役員が講　「新規指定医講習会」は当協会の役員が講

師を務め、主に▽保険診療の範囲や診療報酬師を務め、主に▽保険診療の範囲や診療報酬

の仕組み等保険医として最低限知っておくべの仕組み等保険医として最低限知っておくべ

き保険診療の基礎ルール、▽個別指導当日にき保険診療の基礎ルール、▽個別指導当日に

向けての準備資料や注意事項、▽返戻・査定向けての準備資料や注意事項、▽返戻・査定

等レセプト審査の仕組みと留意点—等の理解等レセプト審査の仕組みと留意点—等の理解

を目的とした講習会（年に６回程度開催）です。を目的とした講習会（年に６回程度開催）です。

　医科はテキストでの解説に加え、審査指導　医科はテキストでの解説に加え、審査指導

担当役員による臨場感あふれる「模擬個別指担当役員による臨場感あふれる「模擬個別指

導」の動画を通じて、当日のイメージをつか導」の動画を通じて、当日のイメージをつか

むことができます。歯科はテキストに沿って、むことができます。歯科はテキストに沿って、

歯科特有で特に疑問の多い▽技工指示書等の歯科特有で特に疑問の多い▽技工指示書等の

持参物、▽補綴物等の取り扱いについて、▽持参物、▽補綴物等の取り扱いについて、▽

の注意点等の相談にベテラン医師・歯科医師の注意点等の相談にベテラン医師・歯科医師

がマンツーマンで応じます（上写真）。がマンツーマンで応じます（上写真）。

　相談に応じた先生からは、「最近の新規個　相談に応じた先生からは、「最近の新規個

別指導を受けられる先生方は準備が十分な先別指導を受けられる先生方は準備が十分な先

生が多い印象ですが、丁寧に取り組んでいる生が多い印象ですが、丁寧に取り組んでいる

と重箱の隅をつつくようになってしまい、本と重箱の隅をつつくようになってしまい、本

番の方がかえって楽だったとの声もいただき番の方がかえって楽だったとの声もいただき

ます」とのコメントもあるほど、細かい点まます」とのコメントもあるほど、細かい点ま

で行き届いたアドバイスを行っています。一で行き届いたアドバイスを行っています。一

人一人に沿ったアドバイスを受けることで、人一人に沿ったアドバイスを受けることで、

相談を受けられた先生からは「指導日直前に相談を受けられた先生からは「指導日直前に

予行練習をしてよかった」といった声もいた予行練習をしてよかった」といった声もいた

だいています。だいています。

　その他、機関紙「神奈川県保険医新聞」を

通じて、今年度の個別指導実施計画や昨年度

の結果を掲載しています。指導での主な指摘

事項や再指導率、平均自主返還金額もお伝え

します（資料は関東信越厚生局へ開示請求を

して入手しています）。個別指導の通知が届

きましたら、ぜひ保険医協会へご相談くださ

い（℡ 045‐313‐2111）。

歯科衛生士の歯科衛生士の

業務範囲・業業務範囲・業

務記録の作成務記録の作成

—等を丁寧に—等を丁寧に

解説していま解説していま

す。す。

　「個別指導　「個別指導

相談」は指導相談」は指導

当日前に相談当日前に相談

日を設け、持日を設け、持

参書類や当日参書類や当日

新規開業の先生方へ新規開業の先生方へ
新規個別指導は新規指定医講習会、新規個別指導は新規指定医講習会、

個別指導相談で準備万端！個別指導相談で準備万端！
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掲載時に匿名希望の場合も、ご記入をお願いいたします。

（ ）7第 2299 号

現場の声を聞きたくて現場の声を聞きたくて
会員の声会員の声 募集“イエローページ”募集“イエローページ”

　この物価高騰・人件費増と連綿と続いてきた診療報酬マイナス改定に、協会会員から窮状が寄せられています。協会は政府へ期中改定と緊急財政　この物価高騰・人件費増と連綿と続いてきた診療報酬マイナス改定に、協会会員から窮状が寄せられています。協会は政府へ期中改定と緊急財政

措置の早急な実施を求めていますが、措置の早急な実施を求めていますが、会員の先生方の実感を一層具体的に、より多く、お伝えしたいと考えています。会員の先生方の実感を一層具体的に、より多く、お伝えしたいと考えています。診療報酬改定への期待、実現診療報酬改定への期待、実現

してほしい点数、あるいは愚痴でも結構です。ぜひ率直な意見をお聞かせください。してほしい点数、あるいは愚痴でも結構です。ぜひ率直な意見をお聞かせください。

　なお、いただいたご意見は本紙を通じて読者と共有します。保険医新聞は国会議員やマスコミ、他の医療団体にもお送りしています。また、「とに　なお、いただいたご意見は本紙を通じて読者と共有します。保険医新聞は国会議員やマスコミ、他の医療団体にもお送りしています。また、「とに

かく話を聞いてほしい！」という先生はその旨をお書きいただけましたら幸いです。ご連絡差し上げます。かく話を聞いてほしい！」という先生はその旨をお書きいただけましたら幸いです。ご連絡差し上げます。

投稿方法
①FAXの場合

左記の点線に沿って用

紙をA4サイズに切り抜き、

お送りください。

FAXFAX 045-313-2113

②電子メールの場合
　kanahoi-shinbun

@hoken-i.co.jp

③郵送の場合

〒221-0835

横浜市神奈川区
　鶴屋町2-23-2

TSプラザビル2階

いずれも神奈川県保険医
協会新聞部宛にお願いし
ます。

締め切り
10月14日（火）必着

お問合せ
 TELTEL 045-313-2111
（新聞部担当まで）

ご
意
見
は

一
言
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

現
場
の
声
を届

け
ま
し
ょ
う
！

会員の声“イエローページ”FAX投稿用紙

神奈川県保険医協会（新聞部）宛 2025年10月

医療現場の声医療現場の声

ご意見 ※枠内に入りきらない場合は、別途用紙をお送りいただいても構いません。

医療機関名 電話番号

氏名を紙面に（ 掲載可 ／ 匿名希望 ）　 取材（ 可 ／ 否 ／ 取材可否はともかくひとまず話を聞いてほしい）

↑いずれかに○印をつけてください。未記入の場合、お電話で確認することがございます。

FAX：045-313-2113へお送りください

氏　　 名 （ 医科 ／ 歯科 ） →医科の場合、主たる標榜科　　　　　　　　　科

「物価・経済動向・人件費増に対応した「物価・経済動向・人件費増に対応した

診療報酬」へ期待することは？診療報酬」へ期待することは？

ベースアップ評価料などのベースアップ評価料などの

診療報酬改定に思うこと！診療報酬改定に思うこと！

シリンジなど石油製品のシリンジなど石油製品の

値上がりが大きい値上がりが大きい
愚痴を2～3行でも！愚痴を2～3行でも！

倒産、休廃業・解散が多数…、倒産、休廃業・解散が多数…、

“皆保険あって医療機関なし”？“皆保険あって医療機関なし”？
実現してほしい点数は？実現してほしい点数は？
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